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第１章 調査の設定と結果 

事業概要～知的障害児・者の生活実態調査及びニーズ調査の結果と分析 

 

（１）  調査の設計 

① 調査地域    市内全域      

② 調査方法   訪問による聴き取り調査、児童のみ郵送調査 カテゴリー毎に実施 

③ 調査対象者 療育手帳所持者（知的障害児・知的障害者）  

④ 調査期間 平成２０年１月～３月     

 

（２）  調査結果 

開 始 頁 NO カテゴリー 詳 細 
調査

方法 

調査 

対象者数 

回答

者数 
回答率

28 1  家族 １世帯に２人以上の該当者あり 訪問 27 22 81%

2  児童（男児） 
１８歳以下の男児       

かつ 家族に非該当 

郵送 

訪問 
34 30 88%

48 

3  児童（女児） 
１８歳以下の女児       

かつ 家族に非該当 

郵送 

訪問 
14 10 71%

73 4  高齢（男性） 
６５歳以上の男性       

かつ 家族に非該当 
訪問 4 1 25%

93 5  高齢（女性） 
６５歳以上の女性       

かつ 家族に非該当 
訪問 7 2 29%

113 6  木の香園 通所 かつ １～５に非該当 訪問 20 19 95%

133 7  城島学園 通所 かつ １～６に非該当 訪問 4 3 75%

153 8  その他の通所 通所 かつ １～７に非該当 訪問 9 7 78%

  9  入院 入院 かつ １～８に非該当         

  1 0  高齢入所 入所 かつ １～９に非該当         

  1 1  知的入所 入所 かつ １～10 に非該当         

173 1 2  その他 
１９歳以上６４歳以下の者   

かつ １～１１に非該当 
訪問 76 58 76%

       合計 195 152 78%

 追記事項） カテゴリー９～11 は、今後引き続き調査実施予定 

       （平成 20 年度 障害者生活実態調査 実施対象者予定）



第２章 調査用紙 

 

 第１節 大川市障害者福祉に関するアンケート（３頁～） 

  第１章に記す、カテゴリー１（家族），４（高齢男性），５（高齢女性），     

６（木の香園），７（城島学園），８（その他の通所），１２（その他）の分野で

訪問調査を行った用紙である。 

 

 第２節 大川市障害児福祉に関するアンケート（11 頁～） 

  第１章に記す、カテゴリー２（児童男児），３（児童女児）の分野で郵送調査

を行った用紙である。 
ただし、カテゴリー１（家族）の一部において、カテゴリー２，３に該当す

る児童が含まれている場合に、児童と者に分けて、調査を行った。 

 
 



第３章 分析 

 
事業概要～知的障害者の生活実態調査及びニーズ調査の結果と分析 

 
第１節 全体的分析 
 ① 本調査の対象把握については、個人情報保護手続きを踏まえた上で、療育

手帳保持者名簿を大川市福祉事務所 福祉係より情報開示してもらった。 
   さらには、大川市福祉事務所 福祉係より、対象者に対して調査主旨と協力

依頼を大川市長名で、事前通知してもらい、対象者や家族等が障害者自立支

援法の主旨を理解しようとするきっかけ作りができた。 

 
 ② 大川市の基幹産業である木工業の衰退及び、人口の減少は高齢化率に拍車

をかけた。また、第一次産業の衰退による後継者不足といった環境要因の中

で、障害者を持つ親たちは“我が亡き後”を心配しながらも何の手だても講

じられることが出来ずに保護しているだけという状態がこの調査をきっかけ

に数多く見受けられた。 

 
 ③ 過去に大川市障害者基本計画のために行われた障害者実態調査は、郵送に

より、行われたため詳細な実態の把握が出来ず、障害者福祉施策に反映され

にくいものであった。当時の結果として、具体的な障害者施策は進まなかっ

た。 
   本調査研究プロジェクトによって、調査者が対象者の生活の実態を目の当

たりにして、ニーズ把握に努めていたことで、アンケート項目から発展して

当事者や家族等、それぞれの立場で感じている“想い”の部分を聞いてもら

えたという意味で将来の希望に繋がったようである。調査者側にも問題点が

十分、把握でき、なすべきことの優先順位の整理がつきやすくなった。 

 
 ④ 今回の実態調査は、年齢や世帯構成等にカテゴリー化を行い、（別紙）調査

に臨み、カテゴリー毎の分析を行ったことで、それぞれの特徴が明らかとな

った。 

 
 ⑤ 保守的な土地柄を背景に、障害者に対する地域住民の障害者への理解や関

心の低さが顕著なことから大川市には、障害者施設が１ヶ所と、作業所が１

ヶ所のみである。 



   そのような中にあって障害者を生んだ責任として親子共に、世間から隔離

したような生き方、暮らし方を強いられてきた世帯が多く見られた。よって、

今回の訪問調査を行ったことで、今後の暮らし方、暮らさせ方を考え直す、

動機付けになったと考えられる。 

 
 ⑥ 上記に比べ、大川市で生まれ育って、木工業に従事している知的障害者の

割合は少ない。これは、保護者が世間体を考え、高齢者になる今日まで自分

たちの保護下に置いてきたためと考えられる。このような経過から見ると、

障害者自立支援法の主旨を理解して、地域で暮らす生活プログラムを実行す

るために、地域住民に対する障害者理解促進に向けた啓蒙活動が急がれる。 

 
 ⑦ 本調査で、障害者本人及び家族のニーズは把握できたものの、受け皿であ

る地域のサービス提供整備は、ほとんど進んでいない状況にある。地域で暮

らすための夜の生活の場としてグループホームが従来の収容施設が形を変え

て整備したとしても、昼の活動メニューは、地域の理解があってこそ整備す

ることが可能であると考えられる。これらのことから地域での受け皿の確保

が大きな課題となってくる。 

 
 ⑧ 大川市の知的障害者の就労形態の特徴として、基幹産業である木工業の工

員として市外から転入して従事している知的障害者が多い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



第２節 カテゴリー毎の特徴 
 ①家族ケース 
   保護者自身または、世帯主が療育手帳保持者か、否かによって、生活状況

に大きな差が生じている。 
   保護者が療育手帳を保持していなくても、複数の子供が療育手帳を保持し

ている場合、主たる介護者（主に母親）の負担がかなり大きく、精神的負担

から育児ノイローゼなどに陥るケースもある。 

 
 ②児童ケース 
   将来への希望の前に、現在の育児や生活面での支援についての要望が多い。 
   特に、長期休暇や放課後の療育の問題があり、保護者も経済的理由から働

きたいが、働けない状況がある。 

 
 ③高齢ケース 
   既に、介護保険制度へ移行しているケースである。対象者の中には、在宅

で生活ができない方のほとんどが既に、入院していた。それ以外は、在宅で

自立した生活ができていた。 

 
 ④通所施設利用ケース 
   何年も同じ施設に通っているため、生活のリズムも出来ており、学齢期か

ら比べると、本人も落ち着き、今の生活に満足している。しかし、通所日で

はない土曜や日曜などは家に居ることが多く、休日の過ごし方が分からない、

他人、友人との交流もほとんど無いケースが多い。休日の過ごし方や将来的

生活の場についての不安など、課題が残る。 
   保護者の中には、通所施設での授産作業ではなく、就労で幾らかでも収入

を得られないかという希望もあった。 

 
 ⑤その他のケース 
   ３割程度が就労等で、自立した生活が出来る。残りの７割程度は、全く何

もせずに、家でじっと過ごしているケースがあり、二分されている状況にあ

る。 

 



第４章 調査の集計 

 
 第１節 調査の集計 
  本調査について、調査用紙を基に、訪問調査、郵送調査を行い、その結果を

分類したカテゴリー毎に集計した。 
  なお、カテゴリーの分類と調査結果については、第１章 調査の設定と結果

を参考とする。 

 



第２節
Ｎo.１　家族

調査の設計 回収結果

市内全域
訪問による

聴き取り調査

平成20年
2月1日～
3月31日

1 知的障害者 家族 27 22 81%

※家族＝１世帯に２人以上の該当者（うち、児童８人は、児童分　集計へ）

＜回答者＞

本人が回答
本人に尋ね
代理人が回

答

本人が意思
表示できな
いため代理
人が回答

合計

16 2 4 22
73% 9% 18% 100%

１．　本人に尋ねた代理人の続柄

親 配偶者 兄弟姉妹 子ども その他 合計
0 0 1 0 1 2

0% 0% 50% 0% 50% 100%

その他）　　叔母と父親

２．　本人が意思表示できないため回答した代理人の続柄

親 配偶者 兄弟姉妹 子ども その他 合計
2 0 1 1 0 4

50% 0% 25% 25% 0% 100%

【１．基本属性】

調査対象者数 回答者数 回答率調査地域 調査方法 調査期間
カテゴリー

NO
対象者

回答者

9%

18%

73%本人が回答

本人に尋ね代理人が回答

本人が意思表示できないため代理人が回答

本人に尋ねた代理人の続柄

0%

0%

50%

0%

50%

親

配偶者

兄弟姉妹

子ども

その他

本人が意思表示できないため回答した代理人の続柄

50%

0%

25%

25%

0%

親

配偶者

兄弟姉妹

子ども

その他



問１．性別　
男性 女性 合計

11 11 22
50% 50% 100%

問２．年齢　
10歳未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 合計

0 7 3 1 6 2 3 0 22
0% 32% 14% 5% 27% 9% 14% 0% 100%

　　

問３．住所　
大川 三又 木室 田口 川口 大野島 合計

11 2 0 4 5 0 22
50% 9% 0% 18% 23% 0% 100%

問４．世帯人員数　　
１人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人 ７人 ８人 合計

0 2 1 7 4 4 4 0 22
0% 9% 5% 32% 18% 18% 18% 0% 100%

問５．障害が生じた時期　　
10歳未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 不詳

性別

男性
50%

女性
50%

年齢

0%

32%

14%

5%

27%

9%

14%

0%

10歳未満

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

住所

50%

9%

0%

18%

23%

0%

大川

三又

木室

田口

川口

大野島

世帯人員数

0%
9%

5%
32%

18%
18%
18%

0%

１人
２人
３人
４人
５人
６人
７人
８人



9 7 0 0 0 0 0 0 6
41% 32% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 27%

50代 60代 70代以上 不詳 合計
0 0 0 6 22

0% 0% 0% 27% 100%

問６．身体障害者手帳　　　
なし あり 合計

20 2 22
91% 9% 100%

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 合計
0 0 2 0 0 0 0 2

0% 0% 9% 0% 0% 0% 0% 9%

問７．療育手帳　　　　　
なし あり 合計

0 22 22
0% 100% 100%

A A1 A2 A3 B B1 B2 合計
2 0 2 2 2 9 5 22

9% 0% 9% 9% 9% 41% 23% 100%

問８．精神障害者保健福祉手帳　
　　　　 なし あり 合計 １級 2級 3級 合計

22 0 22 0 0 0 0

障害が生じた時期

32%
0%
0%
0%
0%
0%
0%

27%

41%10歳未満
10代
20代
30代
40代
50代
60代

70代以上
不詳

身体障害者手帳の有無

なし
91%

あり
9%

等級

0%

0%

9%

0%

0%

0%
0%

1

2

3

4

5

6

7

療育手帳の有無

あり
100%

なし
0%

療育手帳の等級

0%
9%
9%
9%

41%
23%

9%A 
A1
A2
A3
B 
B1
B2



100% 0% 100% 0% 0% 0% 0%

問９．障害程度区分
区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 非該当 未申請 その他

0 1 0 0 0 0 0 18 3
0% 5% 0% 0% 0% 0% 0% 82% 14%

区分６ 非該当 未申請 その他 合計
0 0 18 3 22

0% 0% 82% 14% 100%

その他）　　旧法区分Ｂ、不明

問10．介護保険の要介護認定状況
要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 該当しない 合計

0 0 0 0 0 0 0 22 22
0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 100% 100%

【２．生活環境】
＜住環境＞
問11．現在の住まいの場

精神障害者保健福祉手帳の有無

なし
100%

あり
0%

等級

0%

0%

0%

１級

2級

3級

障害程度区分

0%

5%

0%

0%

0%

0%

0%

14%
82%

区分１

区分２

区分３

区分４

区分５

区分６

非該当

未申請

その他

要介護認定状況

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

100%

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

該当しない



自宅（持家） 自宅（賃貸） 施設
グループホー
ム・ケアホー

ム
公営住宅 その他 合計

9 10 0 0 3 0 22
41% 45% 0% 0% 14% 0% 100%

問12．住まいに不便を感じるか
不便を感じ
る→問13へ

不便を感じ
ない

未回答 合計

8 13 1 22
36% 59% 5% 100%

問13．住まいで不便なこと　（複数回答可）
家の中で段
差があって

不便

家が狭くて
不便

家賃が高く
て生活費が

厳しい

自宅周囲の
道路が不便

段差があり
不便

その他 特になし

0 5 3 0 2 3 0

その他）　　お金に関すること、土地が不便・郊外であること

問14．今後希望する生活の場

自宅（家族
と同居）

自宅（家族
と別居）

グループ
ホーム・ケア

ホーム
施設 その他 未回答 合計

14 0 0 0 7 1 22
64% 0% 0% 0% 32% 5% 100%

その他）　　不明、養護学校の寮

＜経済生活＞
問15．就労状況

現在の住まいの場

45%

0%

0%

14%

0%

41%自宅（持家）

自宅（賃貸）

施設

グループホーム・ケアホーム

公営住宅

その他

住まいの不便さ
未回答

5%

不便を
感じない
59%

不便を
感じる

36%

今後希望する生活の場

64%
0%
0%

32%
5%

0%

自宅（家族と同居）
自宅（家族と別居）

グループホーム・ケアホーム
施設

その他
未回答

住まいで不便なこと

0
5

3
0

2
3

0

家の中で段差があって不便

家が狭くて不便

家賃が高くて生活費が厳しい

自宅周囲の道路が不便

段差があり不便

その他

特になし



一般就労
福祉的就労
(作業所・施

設）

パート・アル
バイト

就労してい
ない

その他 合計

3 3 3 12 1 22
14% 14% 14% 55% 5% 100%

その他）　　今春から就労先決定している

問16．就労中の職種　
農業 漁業 木工業 建設業 清掃業 製造加工 卸・小売業 事務 運輸業

0 1 2 0 2 0 0 0 0
0% 10% 20% 0% 20% 0% 0% 0% 0%

運輸業 あんま・はり・灸 受託作業 飲食業 派遣社員 その他 合計
0 0 1 0 0 4 10

0% 0% 10% 0% 0% 40% 100%

その他）　　通所授産施設、きのこ会社

問17．収入源　（複数回答可）　

給与・工賃 年金 福祉手当 生活保護
親戚などか
らの援助

その他

8 12 1 0 1 1

問18．月収　
1万円未満 1～4万円 4～6万円 6～8万円 8～10万円 10～15万円 15万円以上 不明 なし

0 1 3 2 4 3 2 1 6

就労状況

14%

14%

14%

5%

55%

一般就労

福祉的就労(作業所・施設）

パート・アルバイト

就労していない

その他

0%

10%

20%

0%

20%

0%

0%

0%

0%

0%

10%

0%

0%

40%

農業

漁業

木工業

建設業

清掃業

製造加工

卸・小売業

事務

運輸業

あんま・はり・灸

受託作業

飲食業

派遣社員

その他

就労中の職種

収入源

8

12

1

0

1

1

給与・工賃

年金

福祉手当

生活保護

親戚などからの援助

その他



0% 5% 14% 9% 18% 14% 9% 5% 27%

不明 なし 合計
1 6 22

5% 27% 100%

問19．就労していない理由　　（複数回答可）

適した仕事
がない

働く意欲が
ない

労働条件が
合わない

求人が少な
く仕事が見
つからない

定年による
退職をした

ため

　障がいが
理由で断ら
れるため

病気で療養
中のため

年齢条件に
合わないた

め

　就労の必
要がない

1 0 2 3 0 0 0 1 0

年齢条件に
合わないた

め

就労の必要
がない

希望する
職種がない

リハビリ中 施設入所中
学齢期で
あるため

その他

1 0 0 0 0 3 3

その他）　　体がついていかない、糖尿病がある、息子の面倒をみるため、不明

問20.　今後の就労意思

働きたい
働く希望は
特にない

まだわから
ない

合計

5 3 4 12
42% 25% 33% 100%

問21．希望の職種　　（複数回答可）
農業 漁業 木工業 建設業 清掃業 製造加工 卸・小売業 事務 運輸業

0 0 2 0 0 1 0 0 0

就労していない理由

1
0

2
3

0
0
0

1
0
0
0
0

3
3

適した仕事がない

働く意欲がない

労働条件が合わない

求人が少なく仕事が見つからない

定年による退職をしたため

　障がいが理由で断られるため

病気で療養中のため

年齢条件に合わないため

　就労の必要がない

希望する職種がない

リハビリ中

施設入所中

学齢期であるため

その他

今後の就労意思

働きたい
42%

働く希望は
特にない

25%

まだわか
らない
33%

月収

0%
5%

14%
9%

18%
14%

9%
5%

27%

1万円未満
1～4万円
4～6万円
6～8万円

8～10万円
10～15万

15万円以上
不明
なし



事務 運輸業 あんま・はり・灸 受託作業 飲食業 派遣社員 その他
0 0 0 0 0 0 2

その他）　　未定

問22．希望する勤務先の場所

市内が良い
市外でも自宅
から通勤でき
れば構わない

市外で転居を
してもよい

その他 合計

4 0 0 1 5
80% 0% 0% 20% 100%

その他）　　場所は問わない

問23．収入面で困っていること
収入が少なく
生活が苦しい

特に困ってい
ない

不明 合計

9 10 3 22
41% 45% 14% 100%

問24．金銭を管理している人
自分 同居の家族 別居の家族 後見人 行政 施設職員 その他 合計

12 9 0 1 0 0 0 22
55% 41% 0% 5% 0% 0% 0% 100%

希望の職種

0

0

2

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

2

農業

漁業

木工業

建設業

清掃業

製造加工

卸・小売業

事務

運輸業

あんま・はり・灸

受託作業

飲食業

派遣社員

その他

希望する勤務先の場所

80%

0%

0%

20%

市内が良い

市外でも自宅から通勤できれば構わ
ない

市外で転居をしてもよい

その他

収入面で困っているか

収入が
少なく
生活が
苦しい
41%

特に困っ
ていない

45%

不明
14%



問25．金銭管理で困っていること

やりくりが上
手くできない

ローン・借金
等の返済に
困っている

困っていない その他

6 3 10 1

その他）　　不明

＜他者との交流＞
問26．他者との交流
[　友人　]　 ある ない 挨拶する程度 未回答 合計

3 17 0 2 22
14% 77% 0% 9% 100%

[　家族　]　 ある ない 挨拶する程度 合計

22 0 0 22
100% 0% 0% 100%

[　親戚　]　 ある ない 挨拶する程度 未回答 合計

9 9 1 3 22
41% 41% 5% 14% 100%

[　近所　] ある ない 挨拶する程度 未回答 合計

2 5 12 3 22
9% 23% 55% 14% 100%

問27．普段の困ったときの相談相手　

親 兄弟姉妹 親戚 知人・友人 その他 なし 未回答 合計
5 0 4 0 8 2 3 22

23% 0% 18% 0% 36% 9% 14% 100%

金銭を管理している人

55%

0%

5%

0%

0%

0%

41%

自分

同居の家族

別居の家族

後見人

行政

施設職員

その他

金銭管理で困っていること

6

3

10

1

やりくりが上手くできない

ローン・借金等の返済に困っている

困っていない

その他

14%
77%

0%
9%

ある
ない

挨拶する程度
未回答

100%

0%

0%

ある

ない

挨拶する程度

41%
41%

5%
14%

ある
ない

挨拶する程度
未回答

9%
23%

55%
14%

ある
ない

挨拶する程度
未回答



その他）　　相談センター、学校、市役所、施設、隣人

問28．他者との交流で困っていること　（複数回答可）
　相談相手が
いなく困って

いる

人間関係のト
ラブルで困っ

ている

話が上手くで
きない

意志をうまく
伝えられない

その他

0 1 2 3 3

その他）　　不明、吃音・うまく言葉がでない、人とあまり話をしたくない

＜情報＞
問29．福祉サービスの情報について知る手段　　（複数回答可）

行政の窓口 市報 テレビ・新聞 　家族・友人 病院
　インター

ネット
知る手段が

ない
その他 未回答

3 4 0 7 0 0 6 2 3

その他）　　相談センター、不明

【３．日常生活の状況】
＜医療＞
問30．健康状態

困ったときの相談相手

23%

18%

0%

36%

9%

14%

0%

親

兄弟姉妹

親戚

知人・友人

その他

なし

未回答

他者との交流で困っていること

0

1

2

3

3

　相談相手がいなく困っている

人間関係のトラブルで困っている

話が上手くできない

意志をうまく伝えられない

その他

福祉サービスについて知る手段

3

4

0

7

0

0

6

2

3

行政の窓口

市報

テレビ・新聞

　家族・友人

病院

　インターネット

知る手段がない

その他

未回答

健康状態
医療機関
にかか

未回答
５％



医療機関に
かかってい

る

医療機関に
かかってい

ない
未回答 合計

6 15 1 22
27% 68% 5% 100%

問31．　医療機関にかかっている方の状態

状態は安定
している

状態は不安
定である

合計

2 4 6
33% 67% 100%

問32．　医療機関にかかっていない方の体調

体調は良い
体調は思わし
くないが、通
院していない

合計

12 3 15
80% 20% 100%

問33．かかりつけ医　　
いる いない 合計

20 2 22
91% 9% 100%

問34．かかりつけ歯科医　　　
いる いない 合計

8 14 22
36% 64% 100%

問35．医療機関にかかることで困ること　（複数回答可）

通院時の交
通手段

通院時の交
通費

通院時の介
助者

医療費
どこの病院
が良いかわ

からない
その他

健康状態
医療機関
にかかっ
ている
２７％

医療機関
にかかっ
ていない

６８％

未回答
５％

医療機関にかかっている方の状態

状態は
安定して

いる
３３％

状態は
不安定で

ある
６７％

医療機関にかかっていない方の体調

体調は良い

８０%

体調は思
わしくない

が、

通院して

いない

２０%

かかりつけ医

いる
９１％

いない
９％

かかりつけ歯科医

いる
３６％

いない
６４％



0 0 0 4 0 3

その他）　　病院受診の方法、結果を聞いても分からない、家族の付添いが必要

＜緊急時＞
問36．事故や災害などの緊急時に困ること　　（複数回答可）

頼れる人がい
ない

周囲の人に知
らせることが

できない

対応がわから
ない

一人で対応で
きるため、

困っていない

頼れる人がい
るため、困っ

ていない
その他

2 6 5 6 2 2

その他）　　家族には伝えられるが周囲には伝えるのは困難、停電した時に困る

＜余暇・日中の活動＞
問37．（趣味や余暇）日中活動

している→
問38、問39

何もしてい
ない→問40

合計

16 6 22
73% 27% 100%

問38.　問37で日中活動をしている方が、主に、活動している場所　　
自宅 通所施設 入所施設 職場 学校 作業所 その他 合計

2 4 0 5 4 0 1 16
13% 25% 0% 31% 25% 0% 6% 100%

その他）　　今春から職場へ

問39．問38以外の場所での他者との交流
ある ない 合計

8 8 16
50% 50% 100%

医療機関にかかることで困ること

0

0

0

4

0

3

通院時の交通手段

通院時の交通費

通院時の介助者

医療費

どこの病院が良いかわからない

その他

事故や災害などの緊急時に困ること

2

6

5

6

2

2

頼れる人がいない

周囲の人に知らせることができない

対応がわからない

一人で対応できるため、困っていない

頼れる人がいるため、困っていない

その他

日中活動

している
73%

何もして
いない
27%

活動している場所

13%
25%

0%
31%

25%
0%

6%

自宅
通所施設
入所施設

職場
学校

作業所
その他

問38以外の交流

あるない



問40．何も活動をしていない理由　　（複数回答可）
何をしたらよい
かわからない

仕事がない
自分にあう活動

の場がない
その他 合計

0 5 0 1 6
その他）　　天候次第で出かけることがある（天候良い日に外出）

＜外出＞
問41．外出の頻度　

毎日
週に  数回

程度
月に  数回

程度
年に  数回

程度
全く外出して

いない
合計

12 9 1 0 0 22
55% 41% 5% 0% 0% 100%

問42．主たる外出の手段　　

徒歩 自転車 バイク 自家用車 公共交通機関 介護タクシー その他 合計

2 17 0 2 0 0 1 22
9% 77% 0% 9% 0% 0% 5% 100%

その他）　　送迎バス

問43．外出することで困ること　　（複数回答可）

手段がない
介助者がい

ない

家族の協力
があるた

め、困って
いない

知人・友人
の協力があ
るため、困っ

ていない

特にない その他

0 0 2 0 1 4

ある
５０％

ない
５０％

何も活動していない理由

0

5

0

1

何をしたらよいかわからない

仕事がない

自分にあう活動の場がない

その他

外出の頻度

41%
5%

0%
0%

55%毎日
週に  数回程度
月に  数回程度
年に  数回程度

全く外出していない

主たる外出手段

77%
0%

9%
0%
0%

5%

9%徒歩
自転車
バイク

自家用車
公共交通機関
介護タクシー

その他



その他）　　息子がいて外出できない、１人で外出すると事故に遭いかねない、交通費

　             障がいのある我が子との外出は困難・大変

＜入浴＞
問44．入浴回数

毎日 週に数回 月に数回
しばらく入っ

ていない
合計

16 4 2 0 22
73% 18% 9% 0% 100%

問45．入浴できない理由　　（複数回答可）

設備が整っ
ていない

介助者がい
ない

経済的理由
介助者の都
合で、回数
が限られる

その他 合計

0 0 2 0 4 6

その他）　　入浴を好んでいない、掃除が大変

＜食事＞
問46．食事　　　（複数回答可）

自炊 外食・弁当
配食サービ

ス利用
ヘルパー

家族が支度
する

その他

9 5 0 3 14 1

28% 16% 0% 9% 44% 3%

問47．１日の食事回数　
2回 3回 0～3回

3 18 1
14% 81% 5%

入浴回数

73%

9%
0%

18%
毎日

週に数回
月に数回

しばらく入っていな
い

外出することで困ること

0

0

2

0

1

4

手段がない

介助者がいない

家族の協力があるため、困っていない

知人・友人の協力があるため、困っていない

特にない

その他

入浴できない理由

0

0
2

0
4

設備が整っていない
介助者がいない

経済的理由

介助者の都合で、回数が限られる
その他

食事

28%
16%

0%
9%

44%
3%

自炊
外食・弁当

配食サービス利用
ヘルパー

家族が支度する
その他

食事回数

0～3回
5%

3回

2回
14%



＜身辺介護＞
問48．日常生活での介助が必要なこと

ある→問50へ ない 合計

17 5 22
77% 23% 100%

問49．必要な介助の内容　（複数回答可）

家事 身体介護 外出時の付添 お金の管理

9 2 3 12

問50．主な介助者

家族（同居） 家族（別居） 親戚 知人 近隣人
ホームヘル
パー・施設

職員
その他 合計

15 0 0 0 0 0 2 17

88% 0% 0% 0% 0% 0% 12% 100%

その他）　　自分でする、補助人や行政

【４．今、生活で困っていること・不安なこと】
問51．現在の生活の中で困っていること

ある ない 未回答 合計
10 11 1 22

45% 50% 5% 100%

問52．困っていることをあげてください　　（複数回答可）

病気のこと 生活費
住宅・生活

の場

介助してくれ
る人がいな

い
就職・仕事 老後

進学・学校
生活

結婚・育児
人間関係

（いじめ・虐
待など）

0 4 2 0 5 0 0 0 2

5%

3回
81%

14%

日常生活での介助が必要なこと

ある
77%

ない
23%

必要な介助の内容

9

2

3

12

家事

身体介護

外出時の付添

お金の管理

主な介助者

0%
0%
0%
0%
0%

12%

88%家族（同居）
家族（別居）

親戚
知人

近隣人
ホームヘルパー・施設職員

その他

現在の生活の中で困っていること

ある
45%

ない
50%

未回答
5%



人間関係
（いじめ・虐待

など）
食事・栄養面 その他

2 4 2

その他）　　暗い時に自転車での運転が危ない、将来の子の面倒

【５．福祉サービス】
問53.　次にあげた１～28の福祉サービスの中で、知っている福祉サービスはどれですか。
　　　　（あてはまるものすべてに○印）

訪問系
ホームヘル
プサービス 9

困っていること

0

4

2

0

5

0

0

0

2

4

2

病気のこと

生活費

住宅・生活の場

介助してくれる人がいない

就職・仕事

老後

進学・学校生活

結婚・育児

人間関係（いじめ・虐待など）

食事・栄養面

その他

知っている福祉サービス

プ



日中系
生活介護（デ
イサービス） 3

短期入所
（ショートス
テイ）

3

作業所 3
通所施設 10
生活訓練 0
機能訓練 0
就労訓練 0
児童デイ
サービス 1

居住系
グループ
ホーム 6

ケアホーム 1
入所施設 5

相談支援
相談センター
での相談 4

地域生活
支援

日中一時支
援（短時間） 1

移動支援
（ガイドヘル
プ）

2

日常生活用
具 0

住宅改修 1
手話通訳 0
訪問入浴 0
地域活動支
援センター 0

その他 補装具 0
福祉タク
シー利用券 1

就労相談 1
ボランティア
の援助 5

自動車改造 0
配食サービ
ス 2

福祉機器の
情報提供
サービス

0

通院介助 0
その他 0
特にない 0
未回答 5

問54.　　次にあげた1～28の福祉サービスの中で、現在利用中のサービス、または、過去に利用した
　　　　 　ことのあるサービスはどれですか。　　　　（あてはまるものすべてに○印）

訪問系
ホームヘル
プサービス 1

知っている福祉サ ビス

9

3

3

3

10

0

0

0

1

6

1

5

4

1

2

0

1

0

0

0

0

1

1

5

0

2

0

0

0

0

5

ホームヘルプサービス

生活介護（デイサービス）

短期入所（ショートステイ）

作業所

通所施設

生活訓練

機能訓練

就労訓練

児童デイサービス

グループホーム

ケアホーム

入所施設

相談センターでの相談

日中一時支援（短時間）

移動支援（ガイドヘルプ）

日常生活用具

住宅改修

手話通訳

訪問入浴

地域活動支援センター

補装具

福祉タクシー利用券

就労相談

ボランティアの援助

自動車改造

配食サービス

福祉機器の情報提供サービス

通院介助

その他

特にない

未回答

現在利用中または
過去に利用したサービス



日中系
生活介護（デ
イサービス） 0

短期入所
（ショートス
テイ）

0

作業所 0
通所施設 6
生活訓練 0
機能訓練 0
就労訓練 0
児童デイ
サービス 0

居住系
グループ
ホーム 0

ケアホーム 0
入所施設 1

相談支援
相談センター
での相談 5

地域生活
支援

日中一時支
援（短時間） 0

移動支援
（ガイドヘル
プ）

0

日常生活用
具 0

住宅改修 0
手話通訳 0
訪問入浴 0
地域活動支
援センター 0

その他 補装具 0
福祉タク
シー利用券 0

就労相談 0
ボランティア
の援助 0

自動車改造 0
配食サービ
ス 2

福祉機器の
情報提供
サービス

0

通院介助 0
その他 0
特にない 11

問55.　次にあげた1～28の福祉サービスの中で、今後、利用したいサービスはどれですか。　　　　
　　　　（あてはまるものすべてに○印）

訪問系
ホームヘル
プサービス 1

現在利用中または
過去に利用したサービス

1

0

0

0

6

0

0

0

0

0

0

1

5

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

0

0

0

11

ホームヘルプサービス

生活介護（デイサービス）

短期入所（ショートステイ）

作業所

通所施設

生活訓練

機能訓練

就労訓練

児童デイサービス

グループホーム

ケアホーム

入所施設

相談センターでの相談

日中一時支援（短時間）

移動支援（ガイドヘルプ）

日常生活用具

住宅改修

手話通訳

訪問入浴

地域活動支援センター

補装具

福祉タクシー利用券

就労相談

ボランティアの援助

自動車改造

配食サービス

福祉機器の情報提供サービス

通院介助

その他

特にない

今後、利用したいサービス



日中系
生活介護（デ
イサービス） 1

短期入所
（ショートス
テイ）

0

作業所 0
通所施設 4
生活訓練 0
機能訓練 0
就労訓練 0
児童デイ
サービス 0

居住系
グループ
ホーム 1

ケアホーム 0
入所施設 1

相談支援
相談センター
での相談 1

地域生活
支援

日中一時支
援（短時間） 5

移動支援
（ガイドヘル
プ）

0

日常生活用
具 0

住宅改修 0
手話通訳 0
訪問入浴 0
地域活動支
援センター 0

その他 補装具 0
福祉タク
シー利用券 0

就労相談 0
ボランティア
の援助 0

自動車改造 0
配食サービ
ス 2

福祉機器の
情報提供
サービス

0

通院介助 0
その他 0
特にない 10

【６．希望すること】　　　　（複数回答可）
問56． 「日中活動の

場があれば、
利用したい」

3

今後、利用したいサ ビス

1

1

0

0

4

0

0

0

0

1

0

1

1

5

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

0

0

0

10

ホームヘルプサービス

生活介護（デイサービス）

短期入所（ショートステイ）

作業所

通所施設

生活訓練

機能訓練

就労訓練

児童デイサービス

グループホーム

ケアホーム

入所施設

相談センターでの相談

日中一時支援（短時間）

移動支援（ガイドヘルプ）

日常生活用具

住宅改修

手話通訳

訪問入浴

地域活動支援センター

補装具

福祉タクシー利用券

就労相談

ボランティアの援助

自動車改造

配食サービス

福祉機器の情報提供サービス

通院介助

その他

特にない

希望すること

3「日中活動の場があれば、利用したい」

「家事（食事 支度 買 物 掃除）は手助



「家事（食事
の支度、買い
物、掃除）は
手助けをして
もらいたい」

4

「入浴やトイレ
の介助をお願
いしたい」

0

「緊急時に、
頼りになる人
をお願いした
い」

3

「福祉サービ
スについて詳
しい情報を知
りたい」

6

「外出時の付
添をしてほし
い」

0

「仕事をした
い」 5

「放課後に過
ごせる場所が
ほしい」

0

「休日に過ご
せる場所がほ
しい」

1

その他 0
未回答 9

【７．今後の活動】
問57．希望する今後の活動内容（あてはまるものすべてに〇印）　

今のままでよ
い 12
一般就労をし
たい 6
障害者の雇
用の多い職場
で働きたい

0

一般就労にむ
けた訓練を受
けられる施設
へ通いたい

0

レクリエーショ
ンや創作活動
などのできる
場へ通いたい

3

身体機能の
訓練ができる
施設へ通いた
い

0

職業訓練校
へ通いたい 0

大学や専門
学校などへ進
学したい

0

自宅でできる
仕事がしたい 0

施設に入所し
たい 0

一人暮らしを
したい 2

その他 5

その他）　　今の仕事を続ける、不明、就職先が決定している、卒業後は働きたい

3

4

0

3

6

0

5

0

1

0

9

「日中活動の場があれば、利用したい」

「家事（食事の支度、買い物、掃除）は手助
けをしてもらいたい」　

「入浴やトイレの介助をお願いしたい」

「緊急時に、頼りになる人をお願いしたい」

「福祉サービスについて詳しい情報を知り
たい」

「外出時の付添をしてほしい」

「仕事をしたい」

「放課後に過ごせる場所がほしい」

「休日に過ごせる場所がほしい」

その他

未回答

希望する今後の活動内容

12

6

0

0

3

0

0

0

0

0

2

5

今のままでよい

一般就労をしたい

障害者の雇用の多い職場で働きたい

一般就労にむけた訓練を受けられる施設
へ通いたい

レクリエーションや創作活動などのできる場
へ通いたい　

身体機能の訓練ができる施設へ通いたい

職業訓練校へ通いたい

大学や専門学校などへ進学したい

自宅でできる仕事がしたい

施設に入所したい

一人暮らしをしたい

その他



Ｎo.２，３　児童（男児・女児）

調査の設計 回収結果

市内全域 郵送、訪問
平成20年
2月1日～
3月31日

2,3
知的障害児
の保護者

児童 48 40 83%

※児童（18歳未満の児童を対象、NO 1家族内の児童8名含）

１．生活の状況
問1　お子さんの性別は。

男児 女児 合計
30 10 40

75% 25% 100%

問2　お子さんの年齢は。（下の枠内に数字を記入）

2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 8歳 9歳 10歳 12歳
1 1 1 2 2 2 3 3 2

3% 3% 3% 5% 5% 5% 8% 8% 5%

13歳 15歳 16歳 17歳 18歳 19歳 合計
4 2 3 5 5 4 40

10% 5% 8% 13% 13% 10% 100%

問3　お子さんが現在お住まいの地区は。（１つだけ○印）

大川 三又 木室 田口 川口 大野島 その他 合計

15 2 3 6 7 6 1 40

38% 5% 8% 15% 18% 15% 3% 100%

問4　お子さんと一緒に住んでいる家族数は。（１つだけ○印）

回答率調査地域 調査方法 調査対象者数 回答者数調査期間
カテゴリー

NO
対象者

性別

男児
75%

女児
25%

年齢

3%
3%
3%

5%
5%
5%

8%
8%

5%
10%

5%
8%

13%
13%

10%

2歳
3歳
4歳
5歳
6歳
8歳
9歳

10歳
12歳
13歳
15歳
16歳
17歳
18歳
19歳

お住まいの地区
38%

5%
8%

15%
18%

15%
3%

大川
三又
木室
田口
川口

大野島
その他



１人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人 ７人以上 合計

0 1 7 6 9 15 2 40

0% 3% 18% 15% 23% 38% 5% 100%

問5　お子さんはどなたと一緒に住んでいますか。（あてはまるもの全てに○印）

親 親と兄弟姉妹
親と兄弟姉妹

と祖父母
親と祖父母

親と祖父母と
曾祖父母 その他 合計

7 15 14 2 1 1 40
18% 38% 35% 5% 3% 3% 100%

その他）　　祖父母+曾祖父母+叔父

【２．障害の状況】
問6　お子さんの身体障害者手帳の有無・等級は。（１つだけ○印）

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 手帳なし 回答なし 合計
6 3 0 0 0 0 26 5 40

15% 8% 0% 0% 0% 0% 65% 13% 100%

問7　お子さんの障害の種別、部位は。
　　　（主なものに１つだけ◎印　それ以外であてはまるものすべてに○印）

家族数

0%

3%

18%

15%

23%

38%

5%

１人

２人

３人

４人

５人

６人

７人以上

同居している家族

18%

38%

35%

5%

3%

3%

親

親と兄弟姉妹

親と兄弟姉妹と祖父母

親と祖父母

親と祖父母と曾祖父母

その他

身体障害者手帳の有無・等級

15%

8%

0%

0%

0%

0%

65%

13%

１級

２級

３級

４級

５級

６級

手帳なし

回答なし



視覚 聴覚 平衡機能 音声・言語 そしゃく機能
肢体不自由

（上肢）
肢体不自由

（下肢）
肢体不自由

（体幹）
心臓機能

0 0 0 0 0 0 0 3 1
0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 33% 11%

呼吸器機能 じん臓機能
ぼうこう・直腸

機能
小腸機能 回答なし 合計

1 0 0 0 4 9
11% 0% 0% 0% 44% 100%

問8　お子さんの療育手帳の有無・程度について（１つだけ○印）
A1 A2 A3 B1 B2 B 合計

10 9 1 8 11 1 40
25% 23% 3% 20% 28% 3% 100%

問9　お子さんには、次にあげた障害の特性がありますか。（１つだけ○印）
自閉症診断を
受けている

自閉症的傾
向がある ない 合計

7 6 27 40
18% 15% 68% 100%

問10　お子さんの精神障害者保健福祉手帳の有無・等級について（１つだけ○印）
1級 ２級 ３級 手帳なし 回答無 合計

1 0 0 36 3 40

障害の部位

0%
0%
0%
0%
0%
0%
0%

33%
11%
11%

0%
0%
0%

44%

視覚
聴覚

平衡機能
音声・言語

そしゃく機能
肢体不自由（上肢）
肢体不自由（下肢）
肢体不自由（体幹）

心臓機能
呼吸器機能
じん臓機能

ぼうこう・直腸機能
小腸機能
回答なし

療育手帳の有無・等級

25%
23%

3%
20%

28%
3%

A1
A2
A3
B1
B2
B 

障害の特性
自閉症

診断を受
けている
17%

自閉症的
傾向が
ある
15%

ない
67%



3% 0% 0% 90% 8% 100%

【３．住環境】
問11　お子さんは現在どこで暮らしていますか。（１つだけ○印）

自宅 福祉施設 病院 公営住宅
養護学校
寄宿舎

その他 合計

32 0 1 1 5 1 40
80% 0% 3% 3% 13% 3% 100%

その他）　　祖父母宅

問12　あなたのお住まいのことで現在お困りのところは。
　  　　（あてはまるものすべてに○印）

屋内に手すり
がない

屋内に段差が
ある

屋外に階段が
ある

トイレが使い
づらい

風呂が使いづ
らい

台所が使いづ
らい

その他 困っていない

4 4 4 4 5 2 1 21

その他）　　屋外の手すりの老朽化

問13　住宅の改造を考えた時に何か問題はありますか。（あてはまるものすべてに○印）

改造などに行
う資金がない

建物の空間に
余裕がない

家が狭い
建物の構造
上できない

家主・管理者
の許可が得ら

れない

どこに相談し
ていいか分か

らない
特にない

7 5 8 0 3 2 22

精神保健福祉手帳の有無・等級

3%

0%

0%

90%

8%

1級

２級

３級

手帳なし

回答無

現在の生活の場
80%

0%

3%

3%

13%

3%

自宅

福祉施設

病院

公営住宅

養護学校 寄宿舎

その他

住まいで困ること

4

4

4

4

5

2

1

21

屋内に手すりがない

屋内に段差がある

屋外に階段がある

トイレが使いづらい

風呂が使いづらい

台所が使いづらい

その他

困っていない



　　

【４．日常生活】
問14　お子さんが、普段の生活の中で困っていることはありますか。
　    　（あてはまるものすべてに○印）

健康 仕事 住まい
身の回りの

こと
行動 人間関係 外出 その他 困っていない

8 2 4 19 12 11 21 1 8
その他）　　小遣い管理

問15　お子さんには、日常生活で少しでも介助や支援が必要なことがありますか。
　    　（１つだけ○印）

ある ない　 回答なし 合計
32 6 2 40

80% 15% 5% 100%

(あてはまるものを全て、必要頻度が高い順に番号を記入してください）
※　順不同の回答が多かったため、回答項目のすべてを対象とした。

問16　問15で日常生活で少しでも介助や支援が必要なことが「ある」と回答された方にお伺いします。
　　　　お子さんが特に介助や支援を必要とする項目は。

住宅改造での問題点

7

5

8

0

3

2

22

改造などに行う資金がない

建物の空間に余裕がない

家が狭い

建物の構造上できない

家主・管理者の許可が得られない

どこに相談していいか分からない

特にない

本人が普段の生活で困っていること

8

1

21

11

12

19

4

2

8

困っていない

その他

外出

人間関係

行動

身の回りのこと

住まい

仕事

健康

日常生活での介助や支援の必要性

ある
80%

ない
15%

回答なし
5%



食事 排泄 着替え 入浴 洗顔・歯磨き ねがえり 簡単な買い物 お金の管理 電話の対応

11 17 16 18 14 2 14 17 12

室内の移動 通院
通院以外の

外出
人とのコミュニ

ケーション
見守りなど生活

全般の支援 その他

4 21 20 18 5 4

問17　問15で日常生活で少しでも介助や支援が必要なことが「ある」と回答された方にお伺いします。
　　　　お子さんの介助者はどなたですか。　（主な介助者に１つだけ◎印　その他の介助者すべてに○印）
　　◎　主たる介助者

父 母 祖父母 親族
近隣、知人、

友人
ヘルパー  ・
施設職員

ボランティア 回答なし 合計

2 24 1 0 0 0 0 5 32
6% 75% 3% 0% 0% 0% 0% 16% 100%

　　〇　その他の介助者

父 母 祖父母 親族
近隣、知人、

友人
ヘルパー　・
施設職員

ボランティア
その他（学校
の担任教諭、

兄弟）
合計

26 7 15 11 2 9 2 5 77
34% 9% 19% 14% 3% 12% 3% 6% 100%

問18　問17で主な介助者として１～５のいずれかに該当する方にお伺いします。
　　　　あなた（主な介助者の方）の健康状態はいかがですか。（１つだけ○印）

良好 普通 病気がち 病気の治療中 回答なし 合計

8 20 1 3 0 32
25% 63% 3% 9% 0% 100%

特に介助や支援を必要とする項目

11
17

16
18

14
2

14
17

12
4

21
20

18
5

4

食事
排泄

着替え
入浴

洗顔・歯磨き
ねがえり

簡単な買い物
お金の管理
電話の対応
室内の移動

通院
通院以外の外出

人とのコミュニケーション
見守りなど生活全般の

その他

お子さんの主たる介助者

6%
75%

3%
0%
0%
0%
0%

16%

父
母

祖父母
親族

近隣、知人、友人
ヘルパー  ・ 施設職員

ボランティア
回答なし

お子さんの介助をしている方（すべて）
34%

9%
19%

14%
3%

12%
3%

6%

父
母

祖父母
親族

近隣、知人、友人
ヘルパー　・　施設職員

ボランティア
その他（学校の担任教諭、兄弟）



　　　　（あてはまるものすべてに○印）

介助・支援の
方法が分から

ない

余暇など自分
の時間が持て

ない

仕事に出られ
ない

ちょっとした外
出ができない

長期的な外出
ができない

休養やくつろ
ぐ時間がない

身体的な負担
が大きい

睡眠が不足し
ている

精神的な負担
が大きい

4 14 10 5 19 8 8 9 15

孤独感がある
障害が分かっ
てからの気持

ちの整理

経済的な負担
が大きい

他にも介助の
必要な家族・
親族がいる

他の家族の
援助が足りな

い

隣近所の人と
の関係づくり

何かあった時
に相談や介助
などを頼める
人がいない

その他(将来
への不安、良
い施設がな

い）

特にない

4 3 10 4 3 3 6 9 1

問20　あなた（保護者の方）が普段、悩みごとなど困ったときに相談する相手は。
　　  　（あてはまるものすべてに○印）

家族 親戚 友人 知人 医療機関 学校 民生委員
 障害福祉

相談員
相談支援
事業所

25 10 17 8 15 18 7 4 6

問19　問17で主な介助者として１～５のいずれかに該当する方にお伺いします。
　　　　あなた（主な介助者の方）はどのような悩みや不安を抱えていますか。

健康状態

25%

63%

3%

9%

0%

良好

普通

病気がち

病気の治療中

回答なし

介助者が抱える悩みや不安

4

14

10

5

19

8

8

9

15

4

3

10

4

3

3

6

9

1

介助・支援の方法が分からない

余暇など自分の時間が持てない

仕事に出られない

ちょっとした外出ができない

長期的な外出ができない

休養やくつろぐ時間がない

身体的な負担が大きい

睡眠が不足している

精神的な負担が大きい

孤独感がある

障害が分かってからの気持ちの整理

経済的な負担が大きい

他にも介助の必要な家族・親族がいる

他の家族の援助が足りない

隣近所の人との関係づくり

何かあった時に相談や介助などを頼める人がいない

その他(将来への不安、良い施設がない

特にない



サービス
提供事業所

保護者の
会

福祉事務
所

相談者が
いない

その他

3 6 4 1 1

その他）　　サークル仲間

【５．医療】
問21　　お子さんの 近（ここ３ヶ月以内）の健康状態は。（１つだけ○印）

医療機関にか
かっている

医療機関にか
かっていない

現在入院中 合計

21 18 1 40
53% 45% 3% 100%

問22　医療機関にかかっている方の状態は。　　　　
状態は安定し

ている
状態は不安

定である
合計

17 4 21
81% 19% 100%

問23　　医療機関にかかっていない方の状態は。　

　 体調はよい
体調は思わし
くないが、通
院していない

合計

　 17 1 18
94% 6% 100%

問24　お子さんには普段治療を受けたり、日常の健康について相談できる「かかりつけの医師（病院・診療所）」
　　　　がいますか。（１つだけ○印）

いる いない 合計
36 4 40

90% 10% 100%

保護者が悩みを相談する相手

25

10

17

8

15

18

7

4

6

3

6

4

1

1

家族

親戚

友人

知人

医療機関

学校

民生委員

 障害福祉相談員

相談支援事業所

サービス提供事業所

保護者の会

福祉事務所

相談者がいない

その他

健康状態

医療機関
にかかって

いる

52%

医療機関
にかかって

いない

45%

現在入院中

3%

医療機関にかかっている方の状態

状態は

安定して

いる

81%

状態は
不安定であ

る

19%

医療機関にかかっていない方の状態

体調は
良い

94%

体調は思わ
しくないが、
通院して
いない

6%

かかりつけ医の有無

いる
90%

いない
10%



問25　お子さんには普段治療を受けたり、日常の健康について相談できる「かかりつけの歯科医師（病院・

　　　　診療所）」がいますか。（１つだけ○印）
いる いない 合計

27 13 40
68% 33% 100%

問26　医療機関にかかることで困ることは。　（あてはまるものすべてに○印）

  通院時の
交通手段

  通院時の
交通費

  通院時の
介助者

医療費
どこの病院が
良いがわから

ない

その他（時間
の制約、待ち

時間）

6 5 6 5 7 4
その他）　　病院を怖がって院内に入らない、行きたがらない

【６．教育】
問27　お子さんが現在、通学（通園）又は通勤しているのは。（１つだけ○印）

通園施設
　幼稚園　・

保育園
小学校通常

学級
小学校特別

学級

盲・ろう・養
護学校小学

部

中学校通常
学級

中学校特別
学級

盲・ろう・養
護学校中学

部
高校

4 2 1 1 7 2 0 4 0

いる
90%

いない
10%

かかりつけ歯科医の有無

いない
33%

いる
67%

医療機関にかかることで困ること

6

5

6

5

7

4

  通院時の交通手段

  通院時の交通費

  通院時の介助者

医療費

どこの病院が良いがわからない

その他（時間の制約、待ち時間）



10% 5% 3% 3% 18% 5% 0% 10% 0%

高校
盲・ろう・養
護学校高等

部

その他の
学校・施設

通勤（仕事）
をしている

通勤・通学
（通園）はし
ていない

合計

0 12 5 1 1 40
0% 30% 13% 3% 3% 100%

通学（通園）
が不便

授業が難しい
設備の充実
が望まれる

より手厚い介
助が望まれる

友達ができに
くい

職員の理解
が得にくい

生徒の理解
が得にくい

希望する学
校・学級には

入れない

家族の負担
が大きい

6 2 3 3 3 1 1 1 12

問28　現在、お子さんが通学（通園）をされている方のみお答え下さい。お子さんが学校（学園）生活を
        するうえで、困っていることは。（あてはまるものすべてに○印）

通学又は通勤先

10%

5%

3%

3%

18%

5%

0%

10%

0%

30%

13%

3%

3%

通園施設

　幼稚園　・ 保育園

小学校通常学級

小学校特別学級

盲・ろう・養護学校小学部

中学校通常学級

中学校特別学級

盲・ろう・養護学校中学部

高校

盲・ろう・養護学校高等部

その他の学校・施設

通勤（仕事）をしている

通勤・通学（通園）はしてい
ない



その他
特に問題はな

い
回答なし

3 14 4
その他）

               　コミュニケーションが難しい。将来への不安。バスの時間が早いのでもう少し遅い方が良い。

通学（通園）
時の送迎

障害が重いた
めの関わり方

思春期など成
長過程におけ

る関わり方

長期休み中の
養育・見守りが

必要なため

土日の養育・
見守りが必要

なため

放課後の養
育・見守りが
必要なため

学費など経済
的な負担

その他 回答なし

10 3 2 10 7 6 1 0 20

　　　　ついて、どのような希望がありますか。　　（あてはまるものすべてに○印）

地域の同世
代の子どもた
ちと遊ばせた

い

デイサービス
に行かせたい

映画やプール
等に大人の付
添いと行かせ

たい

家で遊ばせた
い

習い事や塾に
行かせたい

旅行やキャン
プに参加させ

たい

自然と触れ合
わせたい

ショートステイ
を利用させた

い

一緒にショー
トステイを利

用したい
（父子･母子短

期入所）

14 11 12 3 4 16 21 8 0

問29　問28で「9．家族の負担が大きい」と回答された方にお伺いします。どのようなことに負担を感じて

問30　現在、お子さんが通学（通園）をされている方のみお答え下さい。長期休業中や放課後の活動に

               　子供が話す事が出来ないので、学校内での事が分からず不安。もう少し近いと良い。

　　　　いますか。　　　　（あてはまるものすべてに○印）

                 子を送って行き、車から降りると泣いて行きたがらない時、とても不安になる。
                 手を上げる先生がいると聞くこと。

通園・通学されている方が学校生活を送る上で困っていること

6

2

3

3

3

1

1

1

12

3

14

4

通学（通園）が不便

授業が難しい

設備の充実が望まれる

より手厚い介助が望まれる

友達ができにくい

職員の理解が得にくい

生徒の理解が得にくい

希望する学校・学級には入れない

家族の負担が大きい

その他

特に問題はない

回答なし

家族が抱える負担感

10

3

2

10

7

6

1

0

20

通学（通園）時の送迎

障害が重いための関わり方

思春期など成長過程における関わり方

長期休み中の養育・見守りが必要なため

土日の養育・見守りが必要なため

放課後の養育・見守りが必要なため

学費など経済的な負担

その他

回答なし



その他

2

 

問31　現在、お子さんが通学（通園）をされている方のみお答え下さい。お子さんの将来の希望は。
　　　　（１つだけ○印）

企業などで一
般就労をさせ

たい

障害者の雇
用が多い事業
所で働かせた

い

職員等の指
導員の支援を
受けながら働
ける事業所で
働かせたい

一般就労に向
けた支援を受
けられる施設
へ通わせたい

就労は難しい
のでレクリ

エーションや
創作活動がで
きる施設へ通

わせたい

身体機能の
訓練ができる
施設へ通わ

せたい

自立に向けた
訓練ができる
施設へ通わ

せたい

職業訓練校
へ通わせたい

学や専門学
校へ進学させ

たい

5 2 9 0 3 1 5 0 0
13% 5% 24% 0% 8% 3% 13% 0% 0%

その他）
見守りをしてくれる人・場所があればよい
子供が笑って過ごせる事なら何でも挑戦したい

通園・通学者の長期休暇中や
放課後の活動についての希望

14

11

12

3

4

16

21

8

0

2

地域の同世代の子どもたちと遊ばせたい

デイサービスに行かせたい

映画やプール等に大人の付添いと行かせたい

家で遊ばせたい

習い事や塾に行かせたい

旅行やキャンプに参加させたい

自然と触れ合わせたい

ショートステイを利用させたい

一緒にショートステイを利用したい 　（父子･母
子短期入所）

その他　



自宅でできる
仕事を

させたい

就労などの
希望はない

施設などへ
入所させたい

その他
まだ

分からない
回答なし 合計

0 0 0 3 8 2 38
0% 0% 0% 8% 21% 5% 100%

その他）
　今の現状のまま成長するとなると２～３つに限られてくるのですが、子供がこれから色々な事

問32　学校教育終了後の進路のために、希望する対策は。
　　　  （あてはまるものすべてに○印）

一般企業へ
の雇用促
進・職業開

拓

教育訓練機
関の整備
（職業訓練
校・各種学

校）

通所の作業
所・通所授
産施設の充

実

レクリエー
ション・学習
等日中活動

のできる
サービスや
福祉施設の

充実

入所施設の
充実

教育・就労・
福祉などの
一貫した相
談支援体制

の充実

ニーズや就
労能力に応
じた施設を
選択できる

施設から企
業,企業から
施設などへ
の移行や再
挑戦ができ
る仕組み

その他

14 13 17 12 8 18 11 11 1

　が出来る様になれたらと期待しているので、今の段階で「１つだけ」は選ぶ事は出来ません。
　でも、決して１４（まだ分からない）ではないので、１３（その他）にします。
　自宅から通勤できるところへ行かせたい。

通園・通学されているお子さんの将来の希望

13%

5%

24%

0%

8%

3%

13%

0%

0%

0%

0%

0%

8%

21%

5%

企業などで一般就労をさせたい

障害者の雇用が多い事業所で働かせたい

職員等の指導員の支援を受けながら働ける事
業所で働かせたい

一般就労に向けた支援を受けられる施設へ通
わせたい

就労は難しいのでレクリエーションや創作活動
ができる施設へ通わせたい

身体機能の訓練ができる施設へ通わせたい

自立に向けた訓練ができる施設へ通わせたい

職業訓練校へ通わせたい

学や専門学校へ進学させたい

自宅でできる仕事をさせたい

就労などの希望はない

施設などへ入所させたい

その他

まだ分からない

回答なし



その他 特にない 回答なし

1 4 2

【７．余暇活動・スポーツ活動】
問33　お子さんの余暇などの過ごし方は。（３つまで○印）

家でくつろぐ
趣味・学習活動

などをする
近所を散歩する パソコンをする

友人・知人と会
う

デパートや店を
見て歩く

ボランティア活
動をする

観劇、映画など
へ行く

ドライブへ行く

31 10 6 3 2 16 0 1 17

プールへ行く
プール以外の
スポーツをする

旅行に出かける
地域の行事や

活動に参加する
図書館・博物館

へ行く
その他(公園・動

物園・温泉)
特に何もしてい

ない

4 1 1 1 3 9 2

問34  「16．特に何もしていない」理由は何ですか。
　　   （　体が不自由であるため。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　①これまでに利用した施設

プール 体育館
トレーニング

ルーム
その他のス
ポーツ施設

ない 合計

16 3 0 2 19 40
40% 8% 0% 5% 48% 100%

問35　次に挙げた大川市の公共スポーツ施設の中で、お子さんが①これまでに利用した施設と、
        ②今後利用したい施設はどれですか。  下記の（　）内に番号を記入して下さい。

その他）  　色々な分野での選択が一つでもできるようになること

進路のために希望する対策

14

13

17

12

8

18

11

11

1

4

2

一般企業への雇用促進・職業開拓

教育訓練機関の整備（職業訓練校・各種学校）

通所の作業所・通所授産施設の充実

レクリエーション・学習等日中活動のできるサービスや福祉施設の
充実

入所施設の充実

教育・就労・福祉などの一貫した相談支援体制の充実

ニーズや就労能力に応じた施設を選択できる

施設から企業,企業から施設などへの移行や再挑戦ができる仕組み

その他

特にない

回答なし

余暇の過ごし方

31
10

6
3

2
16

0
1

17
4

1
1
1

3
9

2

家でくつろぐ
趣味・学習活動などをする

近所を散歩する
パソコンをする

友人・知人と会う
デパートや店を見て歩く
ボランティア活動をする

観劇、映画などへ行く
ドライブへ行く
プールへ行く

プール以外のスポーツをする
旅行に出かける

地域の行事や活動に参加する
図書館・博物館へ行く

その他(公園・動物園・温泉)
特に何もしていない



　　②今後利用したい施設　　　　

プール 体育館
トレーニング

ルーム
その他のス
ポーツ施設

ない 回答なし 合計

6 2 2 6 13 11 40
15% 5% 5% 15% 33% 28% 100%

　　　　（あてはまるものすべてに○印）

スポーツ施
設までの送

迎

障害者ス
ポーツの指

導者

一緒にス
ポーツ活動
をしてくれる
パートナー

お子さんに
適したス

ポーツ教室
の開催

エレベー
ターの設置

手すりやス
ロープの設

置

分かりやす
い案内表示

筆談用ホワ
イトボード

音声案内

19 21 25 19 2 4 7 2 1

その他
（利用の
仕方）

1

特にない

3

【８．外出】
問37　お子さんの外出頻度（通学などを含みます）は。（１つだけ○印）

ほぼ毎日 週3～4回 週1～2回 月1～3回 年に数回 外出しない 合計
31 5 1 3 0 0 40

78% 13% 3% 8% 0% 0% 100%

　　　　　　　意見： 障害を持つ子供が利用できる公共の施設があるのか知らない。プールも利用して良い

　　　　　　　　 　　　のか、分からないまま連れて行っていました。

問36　お子さんがスポーツ施設を利用する場合、どのような支援、設備が必要だと思いますか。

今まで利用した施設

40%
8%

0%
5%

48%

プール
体育館

トレーニングルーム
その他のスポーツ

ない

今後利用したい施設

15%
5%
5%

15%
33%

28%

プール
体育館

トレーニングルーム
その他のスポーツ施設

ない
回答なし

スポーツ施設を利用する場合、必要と思う支援や設備

19
21

25
19

2
4

7
2

1
1

3

スポーツ施設までの送迎

一緒にスポーツ活動をしてくれるパート
ナー

エレベーターの設置

分かりやすい案内表示

音声案内

特にない

外出頻度

78%

13%

3%

8%

ほぼ毎日

週3～4回

週1～2回

月1～3回



問38　主たる外出の手段は。　（２つまで○印）　　

徒歩 自転車 自家用車
　公共交通

機関
介護タク

シー
その他（車椅子）

11 5 30 8 0 1

　 　　一緒に外出するときに主に困ることは何ですか。　　（あてはまるものすべてに○印）

電車・バス
などの利用
が難しい

買い物や外
出先での食
事が難しい

付き添いや
介助者の確
保が難しい

通りがかり
に介助してく
れる人が少

ない

駅や道路、
利用する施
設などの案
内表示が分
かりにくい

人目が気に
なる

お子さん独
りではコミュ
ニケーション

が難しい

お子さん独
りではアナ
ウンスが分
からない

点字ブロッ
クが少ない

音の出る信
号機が少な

い

16 10 5 2 4 7 23 19 0 1

信号が早く
変わりすぎ

る

道路に障害
物（放置自
転車など）

が多い

道路・建物
の段差が多

い

階段の上り
下りが難し

い

利用できる
トイレが
少ない

駐車場が
ない

駅やバス
停・歩道に
ベンチが少

ない

手すりなど
がない

その他
特に困るこ
とはない

問39　問37で１～５のいずれかを回答された方にお伺いします。お子さん独りのときやお子さんと

8%

0%

0%

月1～3回

年に数回

外出しない

主たる外出手段

11

5

30

8

0

1

徒歩

自転車

自家用車

　公共交通機関

介護タクシー

その他（車椅子）



1 2 4 3 4 1 4 2 3 10

その他）

外出する必要
がないから

疲れるから
人目が気にな

るから

家族や他人に
面倒をかける

から

付き添いや介
助者がいない

から

障害や疾病
が重く、外出
が難しいから

交通機関や
道路・階段・ト
イレなどが使
いづらいから

経費がかかる
から

コミュニケー
ションが難し

いから

その他
特に理由は

ない

障害者用駐
車スペース

の確保

建物・乗り
物・道路な
どの出入り
口の段差解

消

点字ブロッ
クの敷設

音の出る信
号機の設置

エレベー
ターの設置

スロープの
設置

自動ドアの
設置

道路・階段
の手すりの

設置

公共施設な
どで常備し
てある車椅
子数を増や

す

8 8 1 3 5 5 1 3 1

車椅子の方な
どが利用しや
すい客席・電
車内でのス

ペースの確保

誰もが利用
しやすい多
機能トイレ

の設置

車椅子で
利用可能な
公衆電話の

設置

ファックス付
の公衆電話

の設置

ミニバスなど
移動手段の

充実
その他 特にない　 回答なし

3 10 0 0 1 3 12 8

障害者の駐車スペースが少ない。心ない人達が駐車している。注意すると、「ちょっとだけだから」

問40　問37で「６．外出しない」と回答された方にお伺いします。お子さんが外出しない主な理由は何です

　　　  があると思うものは。（あてはまるものすべてに○印）

        か。　（あてはまるものすべてに○印）

と、逃げる様にして行ったり、ブツブツ文句を言う人も居ます。

動き回り、目が離せない。

問41　お子さんにとって社会のバリアフリー化を推進するために、設備の面で特に力を入れていく必要

外出時に主に困ること

16

10

5

2

4

7

23

19

0

1

1

2

4

3

4

1

4

2

3

10

電車・バスなどの利用が難しい

買い物や外出先での食事が難しい

付き添いや介助者の確保が難しい

通りがかりに介助してくれる人が少ない

駅や道路、利用する施設などの案内表示が分かりにくい

人目が気になる

お子さん独りではコミュニケーションが難しい

お子さん独りではアナウンスが分からない

点字ブロックが少ない

音の出る信号機が少ない

信号が早く変わりすぎる

道路に障害物（放置自転車など）が多い

道路・建物の段差が多い

階段の上り下りが難しい

利用できるトイレが少ない

駐車場がない

駅やバス停・歩道にベンチが少ない

手すりなどがない

その他

特に困ることはない



その他）
　子どものためというより、すべての人のために上記の項目は必要だと思います。
　説明などの掲示板の設置

誰もが利用し
やすいサービ
ス・商品の開
発・製造や施

設の新築

誰もが参加し
やすいイベン
ト、行事など

の企画

ガイドヘル
パー・ボラン
ティアによる
外出支援の

充実

ホームページ
などを閲覧し
やすいものに

する

音声・映像や
点字などを用
いた情報提供

の充実

分かりやすい
案内やマー
ク、サインの

整備

手話通訳者・
要約筆記者
の派遣の充

実

障害や病気
への正しい理

解の啓発

福祉教育の
推進

21 19 19 2 1 6 0 22 17

思いやりの意識
や社会でのマ

ナーを向上させ
るような啓発

その他 特にない 回答なし

21 0 3 2

問42　お子さんにとって社会のバリアフリー化を推進するために、制度や意識の面で、特に力を入れていく

　　　　必要があると思うものは。（あてはまるものすべてに○印）

バリアフリー化のために、設備面で必要なこと

8

8

1

3

5

5

1

3

1

3

10

0

0

1

3

12

8

障害者用駐車スペースの確保

建物・乗り物・道路などの出入り口の段差解消

点字ブロックの敷設

音の出る信号機の設置

エレベーターの設置

スロープの設置

自動ドアの設置

道路・階段の手すりの設置

公共施設などで常備してある車椅子数を増やす

車椅子の方などが利用しやすい客席・電車内でのスペースの確保

誰もが利用しやすい多機能トイレの設置

車椅子で利用可能な公衆電話の設置

ファックス付の公衆電話の設置

ミニバスなど移動手段の充実

その他

特にない

回答なし

バリアフリー化のために、制度や意識の面で必要なこと



【１０．福祉サービス】

知らない
名前は聞
いたことが

ある

法律の内
容も知って

いる
回答なし 合計

5 25 9 1 40
13% 63% 23% 3% 100%

行政の窓
口

市報
　テレビ ・

新聞
家族・友人 病院

インター
ネット

その他
知る手段
がない

17 17 7 18 6 2 10 1
その他）　　学校、勤務先、施設、サークル、相談センター

　　　　（２つまで○印）

問43　平成１８年４月、１０月から、障害者自立支援法が施行されましたが、あなた（保護者の方）はこの

問44　あなた（保護者の方）は、福祉サービスの内容について、どのようなもので知ることが多いですか。

　　  　法律をご存知ですか。（１つだけ○印）

バリアフリー化のために、制度や意識の面で必要なこと

21

19

19

2

1

6

0

22

17

21

0

3

2

誰もが利用しやすいサービス・商品の開発・製造や施設の
新築

誰もが参加しやすいイベント、行事などの企画

ガイドヘルパー・ボランティアによる外出支援の充実

ホームページなどを閲覧しやすいものにする

音声・映像や点字などを用いた情報提供の充実

分かりやすい案内やマーク、サインの整備

手話通訳者・要約筆記者の派遣の充実

障害や病気への正しい理解の啓発

福祉教育の推進

思いやりの意識や社会でのマナーを向上させるような啓発

その他

特にない

回答なし

障害者自立支援法を知っているか

知らない
13%

名前は
聞いたこ
とがある

62%

法律の
内容も

知ってい
る

22%

回答なし
3%



問45　次にあげた１～28の福祉サービスの中で、知っている福祉サービスはどれですか。
　　　　（あてはまるものすべてに○印）

訪問系
ホームヘル
プサービス 25

日中系
生活介護（デ
イサービス） 27

福祉サービスを知る手段

17

17

7

18

6

2

10

1

行政の窓口

市報

　テレビ ・ 新聞

家族・友人

病院

インターネット

その他

知る手段がない

知っている福祉サービス

25

27

ホームヘルプサービス

生活介護（デイサービス）



短期入所
（ショートステ
イ）

27

作業所 25
通所施設 28
生活訓練 11
機能訓練 13
就労訓練 10
児童デイ
サービス 19

居住系
グループ
ホーム 24

ケアホーム 15
入所施設 21

相談支援
相談センター
での相談 12

地域生活
支援

日中一時支
援（短時間） 17

移動支援
（ガイドヘル
プ）

14

日常生活用
具 5

住宅改修 6
手話通訳 6
訪問入浴 15
地域活動支
援センター 12

その他 補装具 10
福祉タク
シー利用券 19

就労相談 7
ボランティア
の援助 10

自動車改造 6

配食サービ
ス 11

福祉機器の
情報提供
サービス

3

通院介助 7
その他 3
特にない 0

その他） 福祉係が教えないのに、知る訳がない。ここに書いてある福祉サービスが大川に全部
あるのか？　あるなら教えてほしい。　
行動援護

訪問系
ホームヘル
プサービス 8

日中系
生活介護（デ
イサービス） 3

問46　次にあげた1～28の福祉サービスの中で、現在利用中のサービス、または、過去に利用した
      　ことのあるサービスはどれですか。　　　　（あてはまるものすべてに○印）

27

27

25

28

11

13

10

19

24

15

21

12

17

14

5

6

6

15

12

10

19

7

10

6

11

3

7

3

0

生活介護（デイサービス）

短期入所（ショートステイ）

作業所

通所施設

生活訓練

機能訓練

就労訓練

児童デイサービス

グループホーム

ケアホーム

入所施設

相談センターでの相談

日中一時支援（短時間）

移動支援（ガイドヘルプ）

日常生活用具

住宅改修

手話通訳

訪問入浴

地域活動支援センター

補装具

福祉タクシー利用券

就労相談

ボランティアの援助

自動車改造

配食サービス

福祉機器の情報提供サービス

通院介助

その他

特にない

現在利用中または過去に利用したサービス

8

3

4

ホームヘルプサービス

生活介護（デイサービス）

短期入所（ショ トステイ）



短期入所
（ショートス
テイ）

4

作業所 3
通所施設 6
生活訓練 2
機能訓練 5
就労訓練 0
児童デイ
サービス 6

居住系
グループ
ホーム 1

ケアホーム 1
入所施設 0

相談支援
相談センター
での相談 5

地域生活
支援

日中一時支
援（短時間） 3

移動支援
（ガイドヘル
プ）

3

日常生活用
具 1

住宅改修 1
手話通訳 0
訪問入浴 0
地域活動支
援センター 0

その他 補装具 3
福祉タク
シー利用券 0

就労相談 1
ボランティア
の援助 1

自動車改造 0
配食サービ
ス 0

福祉機器の
情報提供
サービス

0

通院介助 1
その他 1
特にない 10

訪問系
ホームヘル
プサービス 8

日中系
生活介護（デ
イサービス） 7

短期入所
（ショートス
テイ）

16

       （あてはまるものすべてに○印）
問47　次にあげた1～28の福祉サービスの中で、今後、利用したいサービスはどれですか。

3

4

3

6

2

5

0

6

1

1

0

5

3

3

1

1

0

0

0

3

0

1

1

0

0

0

1

1

10

生活介護（デイサービス）

短期入所（ショートステイ）

作業所

通所施設

生活訓練

機能訓練

就労訓練

児童デイサービス

グループホーム

ケアホーム

入所施設

相談センターでの相談

日中一時支援（短時間）

移動支援（ガイドヘルプ）

日常生活用具

住宅改修

手話通訳

訪問入浴

地域活動支援センター

補装具

福祉タクシー利用券

就労相談

ボランティアの援助

自動車改造

配食サービス

福祉機器の情報提供サービス

通院介助

その他

特にない

今後利用したいサービス

8

7

16

ホームヘルプサービス

生活介護（デイサービス）

短期入所（ショートステイ）



作業所 5
通所施設 12
生活訓練 7
機能訓練 5
就労訓練 7
児童デイ
サービス 9

居住系
グループ
ホーム 8

ケアホーム 4
入所施設 3

相談支援
相談センター
での相談 13

地域生活
支援

日中一時支
援（短時間） 10

移動支援
（ガイドヘル
プ）

7

日常生活用
具 2

住宅改修 2
手話通訳 0
訪問入浴 0
地域活動支
援センター 5

その他 補装具 3
福祉タク
シー利用券 1

就労相談 6
ボランティア
の援助 3

自動車改造 1

配食サービ
ス 1

福祉機器の
情報提供
サービス

2

通院介助 4
その他 2
特にない 4

その他）　　行動援護

【１１．福祉のまちづくり】

　　　　１：満足　　２：やや満足　　３：普通　　４：やや不満　　　５：不満

　　　　（それぞれ１つだけ番号を記入して下さい）
問48　大川市のまちづくりの現状に対する評価を、それぞれ下記の１～12の項目ごとにお聞かせ下さい。

16

5

12

7

5

7

9

8

4

3

13

10

7

2

2

0

0

5

3

1

6

3

1

1

2

4

2

4

短期入所（ショートステイ）

作業所

通所施設

生活訓練

機能訓練

就労訓練

児童デイサービス

グループホーム

ケアホーム

入所施設

相談センターでの相談

日中一時支援（短時間）

移動支援（ガイドヘルプ）

日常生活用具

住宅改修

手話通訳

訪問入浴

地域活動支援センター

補装具

福祉タクシー利用券

就労相談

ボランティアの援助

自動車改造

配食サービス

福祉機器の情報提供サービス

通院介助

その他

特にない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（１）地域における福祉活動への取り組み



1

在宅生活にお
いて必要なと
きに十分な介
助が受けられ
ること

24

2
通所施設が
整備されてい
ること

31

　　　　あると思われますか。　　（あてはまるものすべてに○印）
問49　今後、障害児福祉を充実させるために大川市がどのようなことに特に力を入れていく必要が

障害児福祉を充実させるために行政が力を入れること

24

31

在宅生活において必要なときに十分な介
助が受けられること

通所施設が整備されていること

自分に適した学校や就職先の選択がで

（２）障害者施設の整備や在宅の障害者への支援

（３）いつでも安心して受けられる医療の充実

（４）健康づくりや疾病予防体制の充実

（５）地震や風水害に強い都市づくり

（６）バス交通など公共交通の便利さ

（７）公共施設や道路など街のバリアフリー化

（８）個性豊な児童生徒の育成された学校作り

（９）障害児教育の推進

（１０）気軽に利用できる学習施設の充実

（１１）市民活動をサポートするための場の提供

（１２）人権施策の推進

満足

やや満足

普通

やや不満

不満

回答なし



3

自分に適した
学校や就職
先の選択がで
きること

24

4
安心して住め
るところがあ
ること

20

5
入所施設が
整備されてい
ること

19

6
経済面での支
援が受けられ
ること

25

7

困ったときの
相談体制が
整っているこ
と

31

8

早期発見や
予防につなが
る機会が確保
されること

16

9

健康管理や
治療・リハビリ
を受けやすい
こと

14

10
まちの中が安
全で快適なこ
と

19

11

旅行や遊びの
ための外出が
気兼ねなくで
きること

17

12

障害や病気に
ついて周囲の
人が理解して
くれること

26

13
地域での交流
の機会が多く
あること

14

14
情報が公平に
伝わること 20

15

契約行為や
財産など権利
が守られるこ
と

15

16 その他 0

17 特にない 0

31

24

20

19

25

31

16

14

19

17

26

14

20

15

0

0

通所施設が整備されていること

自分に適した学校や就職先の選択がで
きること

安心して住めるところがあること

入所施設が整備されていること

経済面での支援が受けられること

困ったときの相談体制が整っていること

早期発見や予防につながる機会が確保
されること　

健康管理や治療・リハビリを受けやすい
こと

まちの中が安全で快適なこと

旅行や遊びのための外出が気兼ねなく
できること

障害や病気について周囲の人が理解し
てくれること

地域での交流の機会が多くあること

情報が公平に伝わること

契約行為や財産など権利が守られること

その他

特にない



 

 

※NO.       

大川市障害者福祉に関するアンケート   

＜調査日時＞  平成  年  月  日（  ）   ：   ～  ：    

＜記入方法＞ 

１． １ 本人が記入   ２ 本人に尋ね代理で記入（ ⇒ ２へ ）  

 ３ 本人が意思表示できないため代理で記入 （ ⇒ ３へ ） 

２． 本人との続柄 １ 親 ２ 配偶者 ３ 兄弟姉妹 ４ 子ども ５ その他（    ） 

３． 本人との続柄 １ 親 ２ 配偶者 ３ 兄弟姉妹 ４ 子ども ５ その他（    ） 

 

【１．基本属性】 

問１．性別  １ 男  ２ 女 

問２．年齢  １ 10 歳未満 ２ 10 代  ３ 20 代  ４ 30 代  ５ 40 代  

６ 50 代   ７ 60 代  ８ 70 代以上   

問３．住所  １ 大川  ２ 三又  ３ 木室  ４ 田口  ５ 川口  ６ 大野島 

問４．世帯人員数  （    人）  

問５．障害が生じた時期  １ 10 歳未満 ２ 10 代 ３ 20 代 ４ 30 代  

５ 40 代 ６ 50 代  ７ 60 代 ８ 70 代以上 ９ 不詳 

問６．身体障害者手帳    

  ０ なし  １ あり（ １.１級 ２.２級 ３.３級 ４.４級 ５.５級 ６.６級 ７.７級） 

問７．療育手帳        

  ０ なし  １ あり（ １.A  ２.A1  ３.A2 ４.A3 ５.B ６.B1  ７. B2  ） 

問８．精神障害者保健福祉手帳   

  ０ なし  １ あり（ １.１級  ２.２級  ３.３級 ） 

問９．障害程度区分 

  １ 区分１   ２ 区分２  ３ 区分３  ４ 区分４   ５ 区分５  ６ 区分６  

７ 非該当 ８ 未申請 ９ その他（旧法区分 A B C 、 児童区分 １ ２ ３） 

問 10．介護保険の要介護認定状況 

  １ 要支援１  ２ 要支援２   ３ 要介護１  ４ 要介護２  ５ 要介護３ 

  ６ 要介護４  ７ 要介護５  ８ 非該当    ９ 未申請  

 

【２．生活環境】 

＜住環境＞ 

問 11．現在の住まいの場 

  １ 自宅（１-１持家 １-２賃貸）  ２ 施設   ３ グループホーム・ケアホーム   

４ 公営住宅  ５ その他（                         ） 

 

 



 

 

問 12．住まいに不便を感じるか 

  １ 感じる ⇒ 13 へ   ２ 感じない（→13 回答不要） 

問 13．住まいで不便なこと （複数回答可） 

  １ 家の中で段差があり不便 ２ 家が狭くて不便 ３ 家賃が高くて生活費が厳しい 

４ 自宅周囲の道路が不便  ５ 階段があり不便 ６ その他  

問 14．今後希望する生活の場 

  １ 自宅（家族と同居） ２自宅（家族と別居） ３ グループホーム・ケアホーム 

４ 施設  ５ その他（                          ）  

＜経済生活＞ 

問 15．就労状況 

  １ 一般就労 ２ 福祉的就労（作業所・施設）３ パート・アルバイト→16.17.18 回答へ 

 ４ 就労していない⇒19・20 へ（16 回答不要） ５ その他（         ） 

問 16．就労中の職種  

  １ 農業  ２ 漁業  ３ 木工業  ４ 建設業  ５ 清掃業  ６ 製造加工 

７ 卸・小売業   ８ 事務    ９ 運輸業   １０ あんま・はり・灸  

１１ 受託作業  １２ 飲食業  １３ 派遣社員  １４ その他（施設の授産作業等 ） 

問 17．収入源 （複数回答可）  

  １ 給与・工賃  ２ 年金  ３ 福祉手当  ４ 生活保護  ５ 親戚などから 

の援助 ６ その他（                            ） 

問 18．月収 （      ）円  →問 17 の合計（あくまで本人の収入） 

問 19．就労していない理由  （複数回答可） 

  １ 適した仕事がない  ２ 働く意欲がない  ３ 労働条件が合わない   

４ 求人が少なく仕事が見つからない  ５ 定年による退職をしたため  

６ 障がいが 理由で断られるため   ７ 病気で療養中のため 

 ８ 年齢条件に合わないため  ９ 就労の必要がない  １０ 希望する職種がない 

 １１ リハビリ中  １２ 施設入所中  １３ 学齢期であるため  

１４ その他 （                             ）  

問 20. 今後の就労意思 

  １ 働きたい （→ 21・22 へ） ２ 働く希望は特にない ３ まだわからない 

問 21．希望の職種  （複数回答可） 

  １ 農業  ２ 漁業  ３ 木工業  ４ 建設業  ５ 清掃業  ６ 製造加工 

７ 卸・小売業   ８ 事務    ９ 運輸業   １０ あんま・はり・灸  

１１ 受託作業  １２ 飲食業  １３ 派遣社員  １４ その他（    ） 

問 22．希望する勤務先の場所 

  １ 市内が良い                  ２ 市外でも自宅から通勤できれば構わない 

 ３ 市外で転居をしてもよい       ４ その他（                     ）   

 



 

 

問 23．収入面で困っていること 

  １ 収入が少なく生活が苦しい  ２ 特に困っていない 

問 24．金銭を管理している人 

  １ 自分     ２ 同居の家族   ３ 別居の家族   ４ 後見人   ５ 行政 

  ６ 施設職員  ７ その他（                ） 

問 25．金銭管理で困っていること 

  １ やりくりが上手くできない  ２ ローン・借金等の返済に困っている  

３ 困っていない              ４ その他（                 ） 

 

＜他者との交流＞ 

問 26．他者との交流 

  １. 友人    １ ある  ２ ない  ３ 挨拶をする程度 

  ２. 家族    １ ある  ２ ない  ３ 挨拶をする程度 

  ３. 親戚    １ ある  ２ ない  ３ 挨拶をする程度 

  ４. 近所    １ ある  ２ ない  ３ 挨拶をする程度 

問 27．普段の困ったときの相談相手   

（ １．家族  ２．親戚  ３．友人  ４．その他など          ） 

問 28．他者との交流で困っていること （複数回答可） 

  １ 相談相手がいなく困っている    ２ 人間関係のトラブルで困っている          

３ 話が上手くできない        ４ 意志をうまく伝えられない 

５ その他（                                ）  

＜情報＞ 

問 29．福祉サービスの情報について知る手段  （複数回答可） 

  １ 行政の窓口  ２ 市報  ３ テレビ・新聞  ４ 家族・友人  ５ 病院 

  ６ インターネット  ７ 知る手段がない  ８ その他（              ） 

 

【３．日常生活の状況】 

＜医療＞ 

問 30．健康状態 

  １ 医療機関にかかっている （→31 へ） ２ 医療機関にかかっていない（→32 へ） 

問 31． １ 状態は安定している  ２ 状態は不安定である  

問 32． １ 体調は良い  ２ 体調は思わしくないが、通院してはいない（理由等記入  ） 

問 33．かかりつけ医  （医療機関名：        ） 

  １ いる    ２ いない 

問 34．かかりつけ歯科医   （医療機関名：          ） 

１ いる    ２ いない 

 



 

 

問 35．医療機関にかかることで困ること （複数回答可） 

  １ 通院時の交通手段  ２ 通院時の交通費  ３ 通院時の介助者  ４ 医療費 

  ５ どこの病院が良いかわからない  ６ その他（         ） 

＜緊急時＞ 

問 36．事故や災害などの緊急時に困ること  （複数回答可） 

  １ 頼れる人がいない   ２ 周囲の人に知らせることができない 

３ 対応がわからない   ４ 一人で対応できるため、困っていない 

５ 頼れる人がいるため、困っていない 

＜余暇・日中の活動＞ 

問 37．（趣味や余暇）日中活動 

  １ している ⇒38 へ（40 回答不要）  ２ 何もしていない ⇒40 へ（38・39 回答不要） 

問 38. 主に、活動している場所   

  １ 自宅   ２ 通所施設  ３ 入所施設  ４ 職場  ５ 学校 

６ 作業所  ７ その他（                        ）   

問 39．38 以外の場所での他者との交流 

  １ ある  ２ ない 

問 40．何も活動をしていない理由 

  １ 何をしたらよいかわからない  ２ 仕事がない  ３ 自分にあう活動の場がない 

  ４ その他（                                ） 

＜外出＞ 

問 41．外出の頻度  

  １ 毎日  ２ 週に数回程度  ３ 月に数回程度  ４ 年に数回程度   

５ 全く外出していない 

問 42．主たる外出の手段   

  １ 徒歩  ２ 自転車  ３ バイク  ４ 自家用車  ５ 公共交通機関 

  ６ 介護タクシー  ７ その他（                      ） 

問 43．外出することで困ること  （複数回答可） 

  １ 手段がない  ２ 介助者がいない  ３ 家族の協力があるため、困っていない 

 ４ 友人・知人の協力があるため、困っていない 

＜入浴＞ 

問 44．入浴回数 

  １ 毎日  ２ 週に数回  ３ 月に数回  ４ しばらく入っていない 

問 45．入浴できない理由  （複数回答可） 

  １ 設備が整っていない  ２ 介助者がいない  ３ 経済的理由  

  ４ 介助者の都合で、回数が限られる 

５ その他（                          ） 

 



 

 

＜食事＞ 

問 46．食事   （複数回答可） 

  １ 自炊  ２ 外食・弁当  ３ 配食サービス利用  ４ ヘルパー 

  ５ 家族が支度する 

問 47．１日の食事回数  （    回／日） 

＜身辺介護＞ 

問 48．日常生活での介助が必要なこと 

  １ ある（→49、50 へ）   ２ ない （→49、50 回答不要） 

問 49．必要な介助の内容 

  １ 家事  ２ 身体介護  ３ 外出時の付き添い  ４ お金の管理 

問 50．主な介助者 

  １ 家族（同居）  ２ 家族（別居）  ３ 親戚  ４ 知人  ５ 近隣人 

６ ホームヘルパー・施設職員  

  ７ その他（            ） 

 

【４．今、生活で困っていること・不安なこと】 

問 51．現在の生活の中で困っていること 

１ ある ⇒ 52 へ   ２ ない 

問 52．困っていることをあげてください  （複数回答可） 

  １ 病気のこと  ２ 生活費  ３ 住宅・生活の場  ４ 介助してくれる人がいない  

５ 就職・仕事  ６ 老後   ７ 進学・学校生活  ８ 結婚・育児 

  ９ 人間関係（いじめ・虐待など） 10 食事・栄養面   

11 その他 （                                ）  

   

【５．福祉サービス】 

問 53．知っている福祉サービス  （複数回答可）（特になしの場合は未記入にて） 

（訪問系） 

  １ ホームヘルプサービス  

  （日中系） 

  ２ 生活介護（デイサービス） ３ 短期入所（ショートステイ） ４ 作業所 

  ５ 通所施設 ６ 生活訓練  ７ 機能訓練  ８ 就労訓練  ９ 児童デイサービス 

  （居住系） 

  １０ グループホーム   １１ ケアホーム   １２ 入所施設   

  （相談支援） 

  １３ 相談センターでの相談    

   

 



 

 

（地域生活支援） 

  １４ 日中一時支援（短時間）  １５ 移動支援（ガイドヘルプ） 

  １６ 日常生活用具   １７ 住宅改修   １８ 手話通訳  １９ 訪問入浴 

  ２０ 地域活動支援センター  

  （その他） 

  ２１ 補装具  ２２ 福祉タクシー利用券  ２３ 就労相談  

  ２４ ボランティアの援助  ２５ 自動車改造  ２６ 配食サービス  

２７ 福祉機器の情報提供サービス  ２８ 通院介助  ２９その他（    ） 

 

問 54．現在利用中のサービス、または、過去に利用したことのあるサービス （複数回答可） 

  （特になしの場合は未記入にて） 

  （訪問系） 

  １ ホームヘルプサービス  

  （日中系） 

  ２ 生活介護（デイサービス） ３ 短期入所（ショートステイ） ４ 作業所 

  ５ 通所施設 ６ 生活訓練  ７ 機能訓練  ８ 就労訓練  ９ 児童デイサービス 

  （居住系） 

  １０ グループホーム   １１ ケアホーム   １２ 入所施設   

  （相談支援） 

  １３ 相談センターでの相談    

  （地域生活支援） 

  １４ 日中一時支援（短時間）  １５ 移動支援（ガイドヘルプ） 

  １６ 日常生活用具   １７ 住宅改修   １８ 手話通訳  １９ 訪問入浴 

  ２０ 地域活動支援センター  

  （その他） 

  ２１ 補装具  ２２ 福祉タクシー利用券  ２３ 就労相談  

  ２４ ボランティアの援助  ２５ 自動車改造  ２６ 配食サービス  

２７ 福祉機器の情報提供サービス  ２８ 通院介助  ２９ その他（   ） 

 

問 55. 今後、利用したいサービス    （複数回答可）（特になしの場合は未記入にて） 

（訪問系） 

  １ ホームヘルプサービス  

  （日中系） 

  ２ 生活介護（デイサービス） ３ 短期入所（ショートステイ） ４ 作業所 

  ５ 通所施設 ６ 生活訓練  ７ 機能訓練  ８ 就労訓練  ９ 児童デイサービス 

 

  



 

 

 （居住系） 

  １０ グループホーム   １１ ケアホーム   １２ 入所施設   

（相談支援） 

１３ 相談センターでの相談    

  （地域生活支援） 

  １４ 日中一時支援（短時間）  １５ 移動支援（ガイドヘルプ） 

  １６ 日常生活用具   １７ 住宅改修   １８ 手話通訳  １９ 訪問入浴 

  ２０ 地域活動支援センター  

  （その他） 

  ２１ 補装具  ２２ 福祉タクシー利用券  ２３ 就労相談  

  ２４ ボランティアの援助  ２５ 自動車改造  ２６ 配食サービス  

２７ 福祉機器の情報提供サービス  ２８ 通院介助  ２９その他（    ） 

 

【６．希望すること】    （複数回答可） 

問 56． １「日中活動の場があれば、利用したい」  

２「家事（食事の支度、買い物、掃除）は手助けをしてもらいたい」  

３「入浴やトイレの介助をお願いしたい」  

４「緊急時に、頼りになる人をお願いしたい」  

５「福祉サービスについて詳しい情報を知りたい」  

６「外出時の付添をしてほしい」  

    ７「仕事をしたい」 

    ８「放課後に過ごせる場所がほしい」 

９「休日に過ごせる場所がほしい」 

１０ その他（                             ） 

 

【７．今後の活動】 

問 57．希望する今後の活動内容（あてはまるものすべてに〇印）  

１ 今のままでよい  ２ 一般就労をしたい  ３ 障害者の雇用の多い職場で働きたい  

４ 一般就労にむけた訓練を受けられる施設へ通いたい 

５ レクリエーションや創作 活動などのできる場へ通いたい 

６ 身体機能の訓練ができる施設へ通いたい 

 ７ 職業訓練校へ通いたい     ８ 大学や専門学校などへ進学したい 

 ９ 自宅でできる仕事がしたい  １０ 施設に入所したい 

 １１ 一人暮らしをしたい  

１２ その他（                              ）  

 

 



 

 

【その他】 

問 58．その他、どのようなことでも構いませんので、ご意見・ご要望がありましたら、ご自由

にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問は以上で終わりです。ご協力いただきまして、ありがとうございました。 

 



障害児用調査票 

  NO.    

大川市障害児福祉に関するアンケート   

【１．生活の状況】 

 問 1 お子さんの性別は。 

   １．男性    ２．女性 

 

 問 2 お子さんの年齢は。（枠内に数字を記入） 平成 20 年 2 月 1 日現在     歳 

 

問 3 お子さんが現在お住まいの地区は。（１つだけ○印） 

   １．大川地区      ４．田口地区    ７．その他（         ） 

   ２．三又地区      ５．川口地区 

   ３．木室地区      ６．大野島地区 

 

 問 4 お子さんと一緒に住んでいる家族数は。（１つだけ○印） 

   １．１人（対象のお子さん１人）  ２．２人     ３．３人 

   ４．４人     ５．５人    ６．６人     ７．７人以上 

 

 問 5 お子さんはどなたと一緒に住んでいますか。（あてはまるもの全てに○印） 

   １．親         ３．祖父母 

   ２．兄弟姉妹      ４．その他（           ） 

 

【２．障害の状況】 

問 6 お子さんの身体障害者手帳の有無・等級は。（１つだけ○印） 

１．１級        ４．４級        ７．手帳は持っていない 

   ２．２級        ５．５級 

   ３．３級        ６．６級 

 

 問 7 お子さんの障害の種別、部位は。 

   （主なものに１つだけ◎印 それ以外であてはまるものすべてに○印） 

１．視覚        ６．肢体不自由（上肢） 11．じん臓機能 

２．聴覚        ７．肢体不自由（下肢） 12．ぼうこう・直腸機能 

３．平衡機能      ８．肢体不自由（体幹） 13．小腸機能 

４．音声・言語     ９．心臓機能      14．その他（      ） 

５．そしゃく機能    10．呼吸器機能     15． 特にない 

 

問 8 お子さんの療育手帳の有無・程度について（１つだけ○印） 

１．Ａ１        ３．Ｂ１        ５．手帳は持っていない 

２．Ａ２        ４．Ｂ２ 



問 9 お子さんには、次にあげた障害の特性がありますか。（１つだけ○印） 

１．自閉症の診断を受けている       ３．ない 

２．自閉的傾向がある 

 

問 10 お子さんの精神障害者保健福祉手帳の有無・等級について（１つだけ○印） 

１．１級        ３．３級 

２．２級        ４．手帳は持っていない 

 

【３．住環境】 

問 11 お子さん、は現在どこで暮らしていますか。（１つだけ○印） 

   １．自宅            ４．公営住宅 

   ２．福祉施設に入所       ５．養護学校の寄宿舎 

３．病院に入院         ６．その他（          ） 

 

問 12 あなたのお住まいのことで現在お困りのところは。 

   （あてはまるものすべてに○印） 

１．屋内に手すりがない（または少ない）  ５．風呂が使いづらい 

２．屋内に段差がある           ６．台所が使いづらい 

３．屋外（庭や玄関口）に階段がある    ７．その他（          ） 

４．トイレが使いづらい          ８．特に困っていることはない 

 

問 13 住宅の改造を考えた時に何か問題はありますか。（あてはまるものすべてに○印） 

１．改造などを行う資金がない     ５．家主・管理者の許可が得られない 

２．建物の空間に余裕がない      ６．どこに相談していいか分からない 

３．家が狭い             ７．その他（           ） 

４．建物の構造上できない       ８．特にない 

 

【４．日常生活】 

問 14 お子さんが、普段の生活の中で困っていることはありますか。 

  （あてはまるものすべてに○印） 

１．健康        ４．身の回りのこと    ７．外出 

２．仕事        ５．行動         ８．その他（      ） 

３．住まい       ６．人間関係       ９．困っていることはない 

 

問 15 お子さんには、日常生活で少しでも介助や支援が必要なことがありますか。 

  （１つだけ○印） 

   １．ある →問 16 へ       ２．ない →問 20 へ 

 

 



問 16 問 15 で日常生活で少しでも介助や支援が必要なことが「ある」と回答された方にお伺

いします。お子さんが特に介助や支援を必要とする項目は。 

※下記の（ ）に、あてはまるものを全て、必要な頻度が高い順に番号を記入してください。 

（  ,   ,   ,   ,   ,   ,                    ） 

１．食事      ６．ねがえり     11．通院 

２．排泄      ７．簡単な買い物   12．通院以外の外出 

３．着替え     ８．お金の管理    13．人とのコミュニケーション 

４．入浴      ９．電話の対応    14．見守りなど生活全般の支援 

５．洗顔・歯磨き  10．室内の移動    15．その他（        ） 

 

 問 17 問 15 で日常生活で少しでも介助や支援が必要なことが「ある」と回答された方にお伺

いします。お子さんの介助者はどなたですか。 

   （主な介助者に１つだけ◎印 その他の介助者すべてに○印） 

１．父             ５．近隣の人、知人、友人 

２．母             ６．ホームヘルパー・施設職員 

３．祖父母           ７．ボランティア 

４．その他の親族        ８．その他（           ） 

 

 問 18 問 17 で主な介助者として１～５のいずれかに該当する方にお伺いします。あなた 

（主な介助者の方）の健康状態はいかがですか。（１つだけ○印） 

   １．良好              ３．病気がちである 

   ２．普通              ４．病気の治療中である 

 

 問 19 問 17 で主な介助者として１～５のいずれかに該当する方にお伺いします。あなた 

（主な介助者の方）はどのような悩みや不安を抱えていますか。 

   （あてはまるものすべてに○印） 

1．介助・支援の方法が分からない  11．障害が分かってからの気持ちの整理 

2．余暇など自分の時間が持てない  12．経済的な負担が大きい 

3．仕事に出られない        13．他にも介助の必要な家族・親族がいる 

4．ちょっとした外出ができない   14．他の家族の援助が足りない 

5．長期的な外出ができない     15．隣近所の人との関係づくり 

6．休養やくつろぐ時間がない    16．何かあった時に相談や介助などを頼め 

7．身体的な負担が大きい        る人がいない 

8．睡眠が不足している       17．その他（             ） 

9．精神的な負担が大きい      18．特にない 

10．孤独感がある 

             

 

 



問 20 あなた（保護者の方）が普段、悩みごとなど困ったときに相談する相手は。 

  （あてはまるものすべてに○印） 

1． 家族       5． 医療機関        9． 相談支援事業所 

2． 親戚       6． 学校         10． サービス提供事業所 

3． 友人       7． 民生委員       11． 保護者の会 

4． 知人       8． 障害福祉相談員    12． 市福祉事務所 

13． 相談する相手がいない    14． その他（        ） 

 

【５．医療】 

問 21  お子さんの 近（ここ３ヶ月以内）の健康状態は。（１つだけ○印） 

1．医療機関にかかっている（→問 22 へ） 2．医療機関にかかっていない（→問 23 へ） 

 

問 22  1．状態は安定している     2．状態は不安定である   

  

問 23  1．体調は良い         2．体調は思わしくないが、通院してはいない  

 

問 24 お子さんには普段治療を受けたり、日常の健康について相談できる「かかりつけの医師 

（病院・診療所）」がいますか。（１つだけ○印） 

     1． いる            2． いない 

 

問 25 お子さんには普段治療を受けたり、日常の健康について相談できる「かかりつけの歯科 

医師（病院・診療所）」がいますか。（１つだけ○印） 

     1． いる            2． いない 

  

問 26 医療機関にかかることで困ることは。 （あてはまるものすべてに○印） 

     1． 通院時の交通手段     4． 医療費 

2． 通院時の交通費      5． どこの病院が良いかわからない 

3． 通院時の介助者      6． その他（         ） 

 

【６．教育】 

問 27 お子さんが現在、通学（通園）又は通勤しているのは。（１つだけ○印） 

1．通園施設          8．盲・ろう・養護学校中学部 

2．幼稚園・保育園       9．高校 

3．小学校通常学級       10．盲・ろう・養護学校高等部 

4．小学校特別学級       11．その他の学校・施設 

5．盲・ろう・養護学校小学部  12．通勤（仕事）をしている 

6．中学校通常学級       13．通勤・通学（通園）はしていない 

7．中学校特別学級 



問 28 現在、お子さんが通学（通園）をされている方のみお答え下さい。お子さんが学校 

（学園）生活をするうえで、困っていることは。（あてはまるものすべてに○印） 

1．通学（通園）が不便     7 ．生徒の理解が得にくい 

2．授業が難しい        8 ．希望する学校・学級には入れない 

3．設備の充実が望まれる    9 ．家族の負担が大きい 

4．より手厚い介助が望まれる  10．その他（            ） 

5．友達ができにくい      11．特に問題はない 

6．職員の理解が得にくい 

 

問 29 問 28 で「9．家族の負担が大きい」と回答された方にお伺いします。どのようなこと

に負担を感じていますか。（あてはまるものすべてに○印） 

１． 通学（通園）時の送迎         ５．土日の養育・見守りが必要なため 

２． 障害が重いための関わり方       ６．放課後の養育・見守りが必要なため 

３． 思春期など成長過程における関わり方  ７．学費など経済的な負担 

４． 長期休み中の養育・見守りが必要なため ８．その他（            ） 

 

問 30 現在、お子さんが通学（通園）をされている方のみお答え下さい。長期休業中や放課後

の活動について、どのような希望がありますか。 

   （あてはまるものすべてに○印） 

１．地域の同世代の子どもたちと遊ばせたい 

２．デイサービスに行かせたい 

※（理由をご記入ください：                        ） 

３．映画やプールなどに大人の付き添い（ガイドヘルパー・ボランティアなど）と行かせ

たい 

４．家で遊ばせたい 

５．習い事や塾に行かせたい 

６．旅行やキャンプに参加させたい 

７．自然と触れ合わせたい 

８．ショートステイを利用させたい  

※（理由をご記入ください：                        ） 

９．一緒にショートステイを利用したい（父子・母子短期入所） 

10．その他（                 ） 

 



問 31 現在、お子さんが通学（通園）をされている方のみお答え下さい。お子さんの将来の 

希望は。（１つだけ○印） 

１． 企業などで一般就労をさせたい 

２． 障害者の雇用が多い事業所で働かせたい 

３． 職員などの指導員の支援を受けながら働くことのできる事業所で働かせたい 

４． 一般就労に向けた支援を受けられる施設へ通わせたい 

５． 就労は難しいのでレクリエーションや創作活動などのできる施設へ通わせたい 

６． 身体機能の訓練ができる施設へ通わせたい 

７． 自立に向けた訓練ができる施設へ通わせたい 

８． 職業訓練校へ通わせたい 

９． 大学や専門学校へ進学させたい 

10．自宅でできる仕事をさせたい 

11．就労などの希望はない 

12．施設などへ入所させたい 

13．その他（               ） 

14．まだよく分からない 

 

問 32 学校教育終了後の進路のために、希望する対策は。（あてはまるものすべてに○印） 

１． 一般企業への雇用促進・職業開拓 

２． 教育訓練機関の整備（職業訓練校・各種学校） 

３． 通所の作業所・通所授産施設の充実 

４． レクリエーション・学習など日中活動のできるサービスや福祉施設の充実 

５． 入所施設の充実 

６． 教育・就労・福祉などの一貫した相談支援体制の充実 

７． ニーズや就労能力に応じた施設を選択できること 

８． 施設から企業や企業から施設など次のステップへの移行や再挑戦ができる仕組み 

９． その他（                    ） 

10． 特にない 

 

【７．余暇活動・スポーツ活動】 

問 33 お子さんの余暇などの過ごし方は。（３つまで○印） 

１．家でくつろぐ           9 ．ドライブへ行く 

２．趣味・学習活動などをする     10．プールへ行く 

３．近所を散歩する          11．プール以外のスポーツをする 

４．パソコンをする          12．旅行に出かける 

５．友人・知人と会う         13．地域の行事や活動に参加する 

６．デパートや店を見て歩く      14．図書館・博物館へ行く 

７．ボランティア活動をする      15．その他（            ） 

８．観劇、映画などへ行く       16．特に何もしていない（ →問 34 へ） 



問 34  問 33 で、「16．特に何もしていない」理由は何ですか。 

  （                                     ） 

 

問 35 次に挙げた大川市の公共スポーツ施設の中で、お子さんが①これまでに利用した施設と、

②今後利用したい施設はどれですか。 

    下記の（ ）内に番号を記入して下さい。 

  ①（          ）  ②（          ） 

１．プール 

２．体育館 

３．トレーニングルーム 

４．その他のスポーツ施設 

５．ない 

 

問 36 お子さんがスポーツ施設を利用する場合、どのような支援、設備が必要だと思いますか。

（あてはまるものすべてに○印） 

１．スポーツ施設までの送迎 

２．障害者スポーツの指導者 

３．一緒にスポーツ活動をしてくれるパートナー 

４．お子さんに適したスポーツ教室の開催 

５．エレベーターの設置 

６．手すりやスロープの設置 

７．分かりやすい案内表示 

８．筆談用ホワイトボード 

９．音声案内 

10．その他（                 ） 

11．特にない 

 

【８．外出】 

問 37 お子さんの外出頻度（通学などを含みます）は。（１つだけ○印） 

１．ほぼ毎日             ４．月１～３回 

２．週３～４日            ５．年に数回 

３．週１～２回            ６．外出しない 

 

問 38 主たる外出の手段は。 （２つだけ○印）   

   １．徒歩       ３． 自家用車     ５． 介護タクシー 

   ２．自転車      ４． 公共交通機関   ６． その他（         ） 

 



問 39 問 37 で１～５のいずれかを回答された方にお伺いします。お子さん独りのときやお子

さんと一緒に外出するときに主に困ることは何ですか。 

   （あてはまるものすべてに○印） 

１．電車・バスなどの利用が難しい 

２．買い物や外出先での食事が難しい 

３．付き添いや介助者の確保が難しい 

４．通りがかりに介助してくれる人が少ない 

５．駅や道路、利用する施設などの案内表示が分かりにくい 

６．人目が気になる 

７．お子さん独りではコミュニケーションが難しい 

８．お子さん独りではアナウンスが分からない 

９．点字ブロックが少ない 

10．音の出る信号機が少ない 

11．信号が早く変わりすぎる 

12．道路に障害物（放置自転車など）が多い 

13．道路・建物の段差が多い 

14．階段の上り下りが難しい 

15．利用できるトイレが少ない 

16．駐車場がない 

17．駅やバス停・歩道にベンチが少ない 

18．手すりなどがない 

19．その他（                  ） 

20．特に困ることはない 

  

問 40 問 37 で「６．外出しない」と回答された方にお伺いします。お子さんが外出しない 

主な理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○印） 

１．外出する必要がないから 

２．疲れるから 

３．人目が気になるから 

４．家族や他人に面倒をかけるから 

５．付き添いや介助者がいないから 

６．障害や疾病が重く、外出が難しいから 

７．交通機関や道路・階段・トイレなどが使いづらいから 

８．経費がかかるから 

９．コミュニケーションが難しいから 

10．その他（                     ） 

11．特に理由はない 

 



【９．バリアフリー】 

問 41 お子さんにとって社会のバリアフリー化を推進するために、設備の面で特に力を入れて

いく必要があると思うものは。（あてはまるもすべてに○印） 

１．障害者用駐車スペースの確保 

２．建物・乗り物・道路などの出入り口の段差解消 

３．点字ブロックの敷設 

４．音の出る信号機の設置 

５．エレベーターの設置 

６．スロープの設置 

７．自動ドアの設置 

８．道路・階段の手すりの設置 

９．公共施設などで常備してある車いすの数を増やす 

10．車いすの方などが利用しやすい客席・電車内でのスペースの確保 

11．誰もが利用しやすい多機能トイレの設置 

12．車いすで利用可能な公衆電話の設置 

13．ファックス付の公衆電話の設置 

14．ミニバスなど移動手段の充実 

15．その他（                ）  16．特にない 

 

 問 42 お子さんにとって社会のバリアフリー化を推進するために、制度や意識の面で、特に 

力を入れていく必要があると思うものは。（あてはまるものすべてに○印） 

１．誰もが利用しやすいサービス・商品の開発・製造や施設の新築 

２．誰もが参加しやすいイベント、行事などの企画 

３．ガイドヘルパー・ボランティアによる外出支援の充実 

４．ホームページなどを閲覧しやすいものにする 

５．音声・映像や点字などを用いた情報提供の充実 

６．分かりやすい案内やマーク、サインの整備 

７．手話通訳者・要約筆記者の派遣の充実 

８．障害や病気への正しい理解の啓発 

９．福祉教育の推進 

10．思いやりの意識や社会でのマナーを向上させるような啓発 

11．その他（                ）  12．特にない 

 

【１０．福祉サービス】 

問 43 平成１８年４月、１０月から、障害者自立支援法が施行されましたが、あなた（保護者

の方）はこの法律をご存知ですか。（１つだけ○印） 

１．知らない 

２．名前は聞いたことがある 

３．法律の内容も知っている 



問 44 あなた（保護者の方）は、福祉サービスの内容について、どのようなもので知ることが

多いですか。（２つまで○印） 

    1． 行政の窓口   4． 家族・友人     7． その他（       ） 

2． 市報      5． 病院        8． 知る手段がない 

3． テレビ・新聞  6． インターネット 

 

問 45 次にあげた１～28 の福祉サービスの中で、知っている福祉サービスはどれですか。 

（訪問系）                     （あてはまるものすべてに○印） 

  1． ホームヘルプサービス  

（日中系） 

  2． 生活介護（デイサービス）    6． 生活訓練 

3． 短期入所（ショートステイ）   7． 機能訓練   

 4． 作業所             8． 就労訓練 

  5． 通所施設            9． 児童デイサービス 

（居住系） 

  10． グループホーム     11． ケアホーム     12． 入所施設   

（相談支援） 

  13． 相談センターでの相談      

（地域生活支援） 

  14． 日中一時支援（短時間）     18． 手話通訳 

15． 移動支援（ガイドヘルプ）    19． 訪問入浴 

  16． 日常生活用具          20． 地域活動支援センター 

  17． 住宅改修   

（その他） 

  21． 補装具             26． 配食サービス 

22． 福祉タクシー利用券       27． 福祉機器の情報提供サービス 

23． 就労相談            28． 通院介助 

  24． ボランティアの援助       29． その他（        ） 

 25． 自動車改造           30． 特にない 

 

問 46 次にあげた 1～28 の福祉サービスの中で、現在利用中のサービス、または、過去に利用

したことのあるサービスはどれですか。    （あてはまるものすべてに○印） 

（訪問系） 

  1． ホームヘルプサービス  

（日中系） 

  2． 生活介護（デイサービス）    6． 生活訓練 

3． 短期入所（ショートステイ）   7． 機能訓練   

 4． 作業所             8． 就労訓練 

  5． 通所施設            9． 児童デイサービス 



（居住系） 

  10． グループホーム     11． ケアホーム     12． 入所施設   

（相談支援） 

  13． 相談センターでの相談      

（地域生活支援） 

  14． 日中一時支援（短時間）     18． 手話通訳 

15． 移動支援（ガイドヘルプ）    19． 訪問入浴 

  16． 日常生活用具          20． 地域活動支援センター 

  17． 住宅改修   

（その他） 

  21． 補装具             26． 配食サービス 

22． 福祉タクシー利用券       27． 福祉機器の情報提供サービス 

23． 就労相談            28． 通院介助 

  24． ボランティアの援助       29． その他（        ） 

 25． 自動車改造           30． 特にない 

 

問 47 次にあげた 1～28 の福祉サービスの中で、今後、利用したいサービスはどれですか。 

 （訪問系）                     （あてはまるものすべてに○印） 

  1． ホームヘルプサービス  

（日中系） 

  2． 生活介護（デイサービス）    6． 生活訓練 

3． 短期入所（ショートステイ）   7． 機能訓練   

 4． 作業所             8． 就労訓練 

  5． 通所施設            9． 児童デイサービス 

（居住系） 

  10． グループホーム     11． ケアホーム     12． 入所施設   

（相談支援） 

  13． 相談センターでの相談     

 （地域生活支援） 

  14． 日中一時支援（短時間）     18． 手話通訳 

15． 移動支援（ガイドヘルプ）    19． 訪問入浴 

  16． 日常生活用具          20． 地域活動支援センター 

  17． 住宅改修   

（その他） 

  21． 補装具             26． 配食サービス 

22． 福祉タクシー利用券       27． 福祉機器の情報提供サービス 

23． 就労相談            28． 通院介助 

  24． ボランティアの援助       29． その他（        ） 

 25． 自動車改造           30． 特にない 



【１１．福祉のまちづくり】 

問 48 大川市のまちづくりの現状に対する評価を、それぞれ下記の１～12 の項目ごとにお聞

かせ下さい。（それぞれ１つだけ番号を記入して下さい） 

    １：満足  ２：やや満足  ３：普通  ４：やや不満   ５：不満 

１．地域における福祉活動への取り組み     →（   ） 

２．障害者施設の整備や在宅の障害者への支援  →（   ） 

３．いつでも安心して受けられる医療の充実   →（   ） 

４．健康づくりや疾病予防体制の充実      →（   ） 

５．地震や風水害に強い都市づくり       →（   ） 

６．バス交通など公共交通の便利さ       →（   ） 

７．公共施設や道路など街のバリアフリー化   →（   ） 

８．個性豊な児童生徒の育成された学校作り   →（   ） 

９．障害児教育の推進             →（   ） 

   10．気軽に利用できる学習施設の充実      →（   ） 

   11．市民活動をサポートするための場の提供   →（   ） 

12．人権施策の推進              →（   ） 

 

問 49 今後、障害児福祉を充実させるために大川市がどのようなことに特に力を入れていく 

必要があると思われますか。（あてはまるものすべてに○印） 

１．在宅生活において必要なときに十分な介助が受けられること 

２．通所施設が整備されていること 

３．自分に適した学校や就職先が選択できること 

４．安心して住めるところがあること 

５．入所施設が整備されていること 

６．経済面での支援が受けられること 

７．困ったときの相談体制が整っていること 

８．早期発見や予防につながる機会が確保されること 

９．健康管理や治療・リハビリを受けやすいこと 

10．まちの中が安全で快適なこと 

11．旅行や遊びのための外出が気兼ねなくできること 

12．障害や病気について周囲の人が理解してくれること 

13．地域での交流の機会が多くあること 

14．情報が公平に伝わること 

15．契約行為や財産など権利が守られること 

16．その他（                 ） 

17．特にない 

 

 

 



 

問 50 大川市の障害者施策についてご意見、ご要望がありましたら自由にご記入下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 
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